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条 例  

 

 横 浜 市 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー に お け る 包 括 的 支 援 事 業 の 実 施 に 係

る 人 員 等 の 基 準 に 関 す る 条 例 及 び 横 浜 市 指 定 介 護 予 防 支 援 等 の 事 業

の 人 員 及 び 運 営 、 指 定 介 護 予 防 支 援 等 に 係 る 介 護 予 防 の た め の 効 果

的 な 支 援 の 方 法 等 の 基 準 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ

に 公 布 す る 。  

   令 和 ６ 年 ６ 月 25 日  

                 横 浜 市 長  山  中  竹  春  

横 浜 市 条 例 第 38 号  

   横 浜 市 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー に お け る 包 括 的 支 援 事 業 の  

   実 施 に 係 る 人 員 等 の 基 準 に 関 す る 条 例 及 び 横 浜 市 指 定 介  

   護 予 防 支 援 等 の 事 業 の 人 員 及 び 運 営 、 指 定 介 護 予 防 支 援  

   等 に 係 る 介 護 予 防 の た め の 効 果 的 な 支 援 の 方 法 等 の 基 準  

   に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 （ 横 浜 市 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー に お け る 包 括 的 支 援 事 業 の 実 施 に   

 係 る 人 員 等 の 基 準 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 １ 条  横 浜 市 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー に お け る 包 括 的 支 援 事 業 の 実

施 に 係 る 人 員 等 の 基 準 に 関 す る 条 例 （ 平 成 26 年 ９ 月 横 浜 市 条 例 第

50 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

  第 ３ 条 第 ２ 項 中 「 第  140 条 の 66 第 １ 号 ロ (2) 」 を 「 第  140 条 の 66

第 １ 号 イ 」 に 改 め る 。  

 （ 横 浜 市 指 定 介 護 予 防 支 援 等 の 事 業 の 人 員 及 び 運 営 、 指 定 介 護 予  

 防 支 援 等 に 係 る 介 護 予 防 の た め の 効 果 的 な 支 援 の 方 法 等 の 基 準 に  

 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 ２ 条  横 浜 市 指 定 介 護 予 防 支 援 等 の 事 業 の 人 員 及 び 運 営 、 指 定 介

護 予 防 支 援 等 に 係 る 介 護 予 防 の た め の 効 果 的 な 支 援 の 方 法 等 の 基

準 に 関 す る 条 例 （ 平 成 26 年 ９ 月 横 浜 市 条 例 第 52 号 ） の 一 部 を 次 の

よ う に 改 正 す る 。  

  第 15 条 第 １ 号 中 「 第  140 条 の 66 第 １ 号 ロ (2) 」 を 「 第  140 条 の 66

第 １ 号 イ 」 に 改 め る 。  

   附  則  

 こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  
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規 則  

 

 横 浜 市 地 区 セ ン タ ー 条 例 及 び 横 浜 市 地 域 ケ ア プ ラ ザ 条 例 の 一 部 を

改 正 す る 条 例 の 一 部 の 施 行 期 日 を 定 め る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。  

   令 和 ６ 年 ６ 月 25 日  

                 横 浜 市 長  山  中  竹  春  

横 浜 市 規 則 第 56 号  

   横 浜 市 地 区 セ ン タ ー 条 例 及 び 横 浜 市 地 域 ケ ア プ ラ ザ 条 例  

   の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 一 部 の 施 行 期 日 を 定 め る 規 則  

 横 浜 市 地 区 セ ン タ ー 条 例 及 び 横 浜 市 地 域 ケ ア プ ラ ザ 条 例 の 一 部 を

改 正 す る 条 例 （ 令 和 ３ 年 12 月 横 浜 市 条 例 第 55 号 ） 第 ２ 条 中 横 浜 市 地

域 ケ ア プ ラ ザ 条 例 （ 平 成 ３ 年 ９ 月 横 浜 市 条 例 第 30 号 ） 別 表 第 ４ の 改

正 規 定 （ 横 浜 市 上 永 谷 駅 前 地 域 ケ ア プ ラ ザ 及 び 横 浜 市 上 永 谷 駅 前 コ

ミ ュ ニ テ ィ ハ ウ ス に 係 る 部 分 に 限 る 。 ） は 、 令 和 ６ 年 ７ 月 １ 日 か ら

施 行 す る 。  

   附  則  

 こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  
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 横 浜 市 地 区 セ ン タ ー 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 施 行 期 日 を 定

め る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。  

   令 和 ６ 年 ６ 月 25 日  

                 横 浜 市 長  山  中  竹  春  

横 浜 市 規 則 第 57 号  

   横 浜 市 地 区 セ ン タ ー 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 施 行  

   期 日 を 定 め る 規 則  

 横 浜 市 地 区 セ ン タ ー 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 （ 令 和 ４ 年 ９ 月

横 浜 市 条 例 第 32 号 ） は 、 令 和 ６ 年 ７ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

   附  則  

 こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  
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 横 浜 市 下 水 道 事 業 予 算 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。  

   令 和 ６ 年 ６ 月 25 日  

                 横 浜 市 長  山  中  竹  春  

横 浜 市 規 則 第 58 号  

   横 浜 市 下 水 道 事 業 予 算 規 則  

 （ 趣 旨 ）  

第 １ 条  地 方 公 営 企 業 法 の 財 務 規 定 等 を 適 用 す る 下 水 道 事 業 の 予 算

の 編 成 及 び 執 行 に つ い て は 、 別 に 定 め る も の を 除 く ほ か 、 こ の 規

則 の 定 め る と こ ろ に よ る 。  

 （ 定 義 ）  

第 ２ 条  こ の 規 則 に お い て 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 用 語 の 意 義 は 、 当 該

各 号 に 定 め る と こ ろ に よ る 。  

 (1)  各 課 長 等  下 水 道 河 川 局 各 課 長 、 下 水 道 河 川 局 下 水 道 管 路 部

下 水 道 事 務 所 長 、 下 水 道 河 川 局 下 水 道 施 設 部 各 水 再 生 セ ン タ ー

長 、 下 水 道 河 川 局 下 水 道 施 設 部 各 下 水 道 セ ン タ ー 長 及 び 各 土 木

事 務 所 副 所 長 を い う 。  

 (2)  下 水 道 事 務 所 等  下 水 道 事 務 所 、 水 再 生 セ ン タ ー 、 下 水 道 セ

ン タ ー 及 び 土 木 事 務 所 を い う 。  

 (3)  下 水 道 事 務 所 長 等  前 号 の 下 水 道 事 務 所 等 の 長 （ 土 木 事 務 所

に あ っ て は 、 土 木 事 務 所 副 所 長 ） を い う 。  

 （ 予 算 の 総 括 ）  

第 ３ 条  下 水 道 事 業 の 会 計 に お け る 予 算 の 総 括 事 務 並 び に 予 算 の 編

成 及 び 執 行 に 関 す る 事 務 は 、 下 水 道 河 川 局 長 （ 以 下 「 局 長 」 と い

う 。 ） の 命 を 受 け 下 水 道 河 川 局 総 務 部 経 理 課 長 （ 以 下 「 経 理 課 長

」 と い う 。 ） が 行 う 。  

 （ 予 算 積 算 書 ）  

第 ４ 条  各 課 長 等 は 、 そ の 所 管 の 予 算 に 係 る 翌 年 度 の 予 算 積 算 書 を

作 成 し 、 参 考 資 料 を 添 付 し て 別 に 定 め る 期 日 ま で に 経 理 課 長 に 提

出 し な け れ ば な ら な い 。  

 （ 予 算 書 及 び 付 属 書 類 ）  

第 ５ 条  経 理 課 長 は 、 前 条 の 規 定 に よ り 提 出 さ れ た 予 算 積 算 書 及 び

参 考 資 料 を 審 査 し 、 こ れ に 基 づ き 、 当 該 年 度 の 予 算 書 及 び 付 属 書

類 を 作 成 し 、 別 に 定 め る 期 日 ま で に 局 長 に 提 出 し な け れ ば な ら な

い 。  

２  前 項 の 付 属 書 類 の う ち 予 定 キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー 計 算 書 の 作 成 は

、 間 接 法 に よ る も の と す る 。  

３  局 長 は 、 第 １ 項 の 予 算 書 及 び 付 属 書 類 を 毎 年 別 に 定 め る 期 日 ま

で に 市 長 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  

 （ 補 正 予 算 ）  

第 ６ 条  補 正 予 算 に 関 し て は 、 期 日 を 除 く ほ か 、 前 ３ 条 の 規 定 を 準
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用 す る 。  

 （ 支 出 予 算 の 配 付 ）  

第 ７ 条  局 長 は 、 下 水 道 事 務 所 等 の 所 管 業 務 （ 土 木 事 務 所 に あ っ て

は 、 下 水 道 事 業 に 関 す る も の に 限 る 。 ） に 係 る 支 出 予 算 を 下 水 道

事 務 所 長 等 に 執 行 さ せ よ う と す る と き は 、 当 該 下 水 道 事 務 所 長 等

に 対 し て 、 支 出 予 算 の 配 付 を す る こ と が で き る 。  

２  局 長 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 支 出 予 算 の 配 付 を す る と き は 、 支 出

予 算 決 裁 書 及 び 配 付 書 を 当 該 下 水 道 事 務 所 長 等 に 交 付 し な け れ ば

な ら な い 。  

 （ 執 行 伺 ）  

第 ８ 条  支 出 予 算 を 執 行 し よ う と す る と き は 、 あ ら か じ め 執 行 伺 を

作 成 し 、 決 裁 を 受 け な け れ ば な ら な い 。  

２  前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 別 に 定 め る 経 費 に つ い て は 、 執 行 伺

の 作 成 を 省 略 す る こ と が で き る 。  

３  第 １ 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 別 に 定 め る 経 費 に つ い て は 、 物 品

等 調 達 票 に よ り 執 行 伺 に 代 え る こ と が で き る 。  

４  執 行 伺 の 作 成 方 法 に つ い て は 、 別 に 定 め る 。  

 （ 予 算 の 流 用 ）  

第 ９ 条  各 課 長 等 は 、 予 算 の 実 施 上 、 当 該 予 算 の 実 施 計 画 に 定 め る

項 内 の 金 額 に つ い て 、 相 互 に 流 用 す る 必 要 が 生 じ た 場 合 は 、 予 算

流 用 決 裁 書 兼 通 知 書 に よ り 、 局 長 の 決 裁 を 受 け な け れ ば な ら な い

。  

 （ 予 備 費 の 補 充 ）  

第 10 条  経 理 課 長 は 、 予 算 の 実 施 上 、 予 備 費 の 補 充 を 必 要 と す る 場

合 は 、 予 備 費 補 充 決 裁 書 に よ り 、 局 長 の 決 裁 を 受 け な け れ ば な ら

な い 。  

 （ 予 算 の 繰 越 ）  

第 11 条  各 課 長 等 は 、 建 設 又 は 改 良 に 関 す る 予 算 の う ち 、 翌 年 度 に

繰 り 越 し て 使 用 す る 経 費 の 金 額 に つ い て は 、 そ の 事 項 ご と に 繰 越

説 明 書 を 作 成 し 、 経 理 課 長 に 送 付 し な け れ ば な ら な い 。  

２  経 理 課 長 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 繰 越 説 明 書 の 送 付 を 受 け た 場 合

は 、 こ れ に 基 づ き 繰 越 計 算 書 を 作 成 し 、 局 長 に 提 出 し な け れ ば な

ら な い 。  

３  局 長 は 、 繰 越 計 算 書 を 別 に 定 め る 期 日 ま で に 市 長 に 提 出 し な け

れ ば な ら な い 。  

 （ 契 約 ）  

第 12 条  下 水 道 事 業 の 業 務 に 係 る 契 約 に つ い て は 、 横 浜 市 長 期 継 続

契 約 を 締 結 す る こ と が で き る 契 約 を 定 め る 条 例 ( 平 成 19 年 12 月 横

浜 市 条 例 第 59 号 ) 、 横 浜 市 長 期 継 続 契 約 を 締 結 す る こ と が で き る

契 約 を 定 め る 条 例 施 行 規 則 ( 平 成 20 年 １ 月 横 浜 市 規 則 第 １ 号 ) 、
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横 浜 市 契 約 規 則 ( 昭 和 39 年 ３ 月 横 浜 市 規 則 第 59 号 ) 、 横 浜 市 契 約

事 務 委 任 規 則 ( 平 成 11 年 ４ 月 横 浜 市 規 則 第 37 号 ) 及 び 横 浜 市 物 品

等 又 は 特 定 役 務 に 関 す る 契 約 の 特 例 を 定 め る 規 則 ( 平 成 ７ 年 12 月

横 浜 市 規 則 第  136 号 ) の 定 め る と こ ろ に よ る 。  

 （ 様 式 ）  

第 13 条  こ の 規 則 の 規 定 に よ る 書 類 等 の 様 式 は 、 別 に 定 め る 。  

   附  則  

 こ の 規 則 は 、 令 和 ６ 年 ７ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  
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 横 浜 市 下 水 道 事 業 会 計 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。  

   令 和 ６ 年 ６ 月 25 日  

                 横 浜 市 長  山  中  竹  春   

横 浜 市 規 則 第 59 号  

   横 浜 市 下 水 道 事 業 会 計 規 則  

目 次  

 第 １ 章  総 則 （ 第 １ 条 － 第 ５ 条 ）  

 第 ２ 章  出 納 機 関 （ 第 ６ 条 － 第 ９ 条 ）  

 第 ３ 章  出 納  

  第 １ 節  収 入 （ 第 10 条 － 第 19 条 ）  

  第 ２ 節  支 出 （ 第 20 条 － 第 36 条 ）  

  第 ３ 節  振 替 （ 第 37 条 ）  

 第 ４ 章  出 納 取 扱 金 融 機 関 等 （ 第 38 条 ）  

 第 ５ 章  固 定 資 産 （ 第 39 条 － 第 43 条 ）  

 第 ６ 章  雑 則 （ 第 44 条 ）  

 附 則  

   第 １ 章  総 則  

 （ 趣 旨 ）  

第 １ 条  地 方 公 営 企 業 法 の 財 務 規 定 等 を 適 用 す る 下 水 道 事 業 の 会 計

事 務 に つ い て は 、 別 に 定 め る も の を 除 く ほ か 、 こ の 規 則 の 定 め る

と こ ろ に よ る 。  

 （ 定 義 ）  

第 ２ 条  こ の 規 則 に お い て 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 用 語 の 意 義 は 、 当 該

各 号 に 定 め る と こ ろ に よ る 。  

 (1)  各 課 長 等  下 水 道 河 川 局 各 課 長 、 下 水 道 河 川 局 下 水 道 管 路 部

下 水 道 事 務 所 長 、 下 水 道 河 川 局 下 水 道 施 設 部 各 水 再 生 セ ン タ ー

長 、 下 水 道 河 川 局 下 水 道 施 設 部 各 下 水 道 セ ン タ ー 長 及 び 各 土 木

事 務 所 副 所 長 を い う 。  

 (2)  法  地 方 公 営 企 業 法 ( 昭 和 27 年 法 律 第  292 号 ) を い う 。  

 (3)  令  地 方 公 営 企 業 法 施 行 令 ( 昭 和 27 年 政 令 第  403 号 ) を い う  

  。  

 (4)  財 務 会 計 シ ス テ ム  下 水 道 事 業 の 予 算 の 編 成 及 び 執 行 並 び に

会 計 に 関 す る 事 務 を 電 子 情 報 処 理 組 織 に よ っ て 処 理 す る 情 報 処

理 シ ス テ ム を い う 。  

 （ 首 標 金 額 の 表 示 ）  

第 ３ 条  現 金 （ 現 金 に 代 え て 納 付 さ れ る 証 券 を 含 む 。 第 ８ 条 第 ３ 項

、 第 ９ 条 第 ２ 項 及 び 第 15 条 第 １ 項 に お い て 同 じ 。 ） 及 び 有 価 証 券

の 出 納 に 関 す る 証 拠 書 類 （ 以 下 「 証 拠 書 類 」 と い う 。 ） の 首 標 金

額 を 表 示 す る 場 合 は 、 ア ラ ビ ア 数 字 を 用 い 、 そ の 頭 初 に ￥ の 記 号

を 併 記 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 電 子 計 算 機 を 用 い て 作 成 し
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た 証 拠 書 類 の 首 標 金 額 は 、 ￥ の 記 号 を 省 略 す る こ と が で き る 。  

 （ 金 額 又 は 数 量 の 訂 正 ）  

第 ４ 条  証 拠 書 類 の 金 額 は 、 加 除 訂 正 す る こ と が で き な い 。 た だ し

、 そ の 内 訳 と な る べ き 金 額 及 び 別 に 定 め る 首 標 金 額 に つ い て は 、

こ の 限 り で な い 。  

２  金 額 又 は 数 量 の 加 除 訂 正 の 方 法 に つ い て は 、 別 に 定 め る 。  

 （ 訳 文 の 添 付 ）  

第 ５ 条  証 拠 書 類 が 外 国 語 で 作 成 さ れ て い る 場 合 は 、 そ の 訳 文 を 添

付 す る も の と す る 。  

   第 ２ 章  出 納 機 関  

 （ 金 銭 企 業 出 納 員 の 設 置 等 ）  

第 ６ 条  下 水 道 事 業 を 行 う 部 局 （ 以 下 「 局 等 」 と い う 。 ） に 法 第 28

条 第 １ 項 に 規 定 す る 企 業 出 納 員 と し て 、 金 銭 企 業 出 納 員 を 置 く 。  

２  金 銭 企 業 出 納 員 は 、 下 水 道 河 川 局 総 務 部 経 理 課 長 （ 以 下 「 経 理

課 長 」 と い う 。 ） を も っ て 充 て る 。  

３  金 銭 企 業 出 納 員 は 、 下 水 道 事 業 に 係 る 公 金 及 び 有 価 証 券 の 出 納

及 び 保 管 そ の 他 の 会 計 事 務 を つ か さ ど る 。  

４  下 水 道 事 業 に 係 る 公 金 の 出 納 及 び 保 管 そ の 他 の 会 計 事 務 （ 水 道

事 業 管 理 者 に 委 任 し た 下 水 道 使 用 料 の 収 納 に 関 す る も の を 除 く 。

次 条 第 ３ 項 に お い て 同 じ 。 ） の う ち 、 次 に 掲 げ る 事 務 は 、 金 銭 企

業 出 納 員 に 委 任 す る 。  

 (1)  横 浜 市 下 水 道 事 業 名 義 の 預 金 か ら 支 払 の た め 、 出 納 取 扱 金 融

機 関 に 支 払 の 通 知 を す る こ と 。  

 (2)  取 引 同 一 銀 行 内 で 預 金 種 目 を 組 み 替 え る こ と 。  

 (3)  預 金 と 現 金 を 組 み 替 え る こ と 。  

 (4)  郵 便 貯 金 銀 行 ( 郵 政 民 営 化 法 （ 平 成 17 年 法 律 第 97 号 ) 第 94 条

に 規 定 す る 郵 便 貯 金 銀 行 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） の 振 替 口 座 の 収

納 金 を 出 納 取 扱 金 融 機 関 の 預 金 に 組 み 替 え る こ と 。  

 (5)  有 価 証 券 の 保 管 に 関 す る こ と 。  

５  市 長 は 、 金 銭 企 業 出 納 員 に 事 故 が あ る と き は 、 他 の 職 員 を 金 銭

企 業 出 納 員 に 命 ず る こ と が で き る 。  

 （ 金 銭 分 任 企 業 出 納 員 の 設 置 等 ）  

第 ７ 条  局 等 に 金 銭 分 任 企 業 出 納 員 を 置 く 。  

２  金 銭 分 任 企 業 出 納 員 は 、 下 水 道 河 川 局 下 水 道 管 路 部 管 路 保 全 課

長 を も っ て 充 て る 。  

３  下 水 道 事 業 に 係 る 公 金 の 出 納 及 び 保 管 そ の 他 の 会 計 事 務 の う ち

、 水 洗 便 所 設 備 資 金 貸 付 金 に 係 る 収 入 金 の 収 納 及 び 保 管 に 関 す る

事 務 は 、 金 銭 分 任 企 業 出 納 員 に 委 任 す る 。  

４  市 長 は 、 金 銭 分 任 企 業 出 納 員 に 事 故 が あ る と き は 、 他 の 職 員 を

金 銭 分 任 企 業 出 納 員 に 命 ず る こ と が で き る 。  
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 （ 現 金 取 扱 員 の 設 置 等 ）  

第 ８ 条  局 等 に 法 第 28 条 第 １ 項 に 規 定 す る 現 金 取 扱 員 を 置 く 。  

２  現 金 取 扱 員 は 、 下 水 道 河 川 局 長 （ 以 下 「 局 長 」 と い う 。 ） が 命

ず る 。  

３  現 金 取 扱 員 は 、 金 銭 企 業 出 納 員 又 は 金 銭 分 任 企 業 出 納 員 （ 以 下

「 金 銭 企 業 出 納 員 等 」 と い う 。 ） の 命 を 受 け 、 現 金 の 収 納 及 び 保

管 に 関 す る 事 務 を つ か さ ど る 。  

４  現 金 取 扱 員 が 取 り 扱 う こ と が で き る 限 度 額 は 、 １ 件   100,000  円

と す る 。 た だ し 、 金 銭 企 業 出 納 員 等 が 必 要 と 認 め る 場 合 は 、 こ の

限 度 額 を 超 え て 取 り 扱 わ せ る こ と が で き る 。  

５  現 金 取 扱 員 は 、 下 水 道 使 用 料 等 の 集 金 業 務 に 従 事 す る と き は 、

身 分 証 票 を 携 帯 し な け れ ば な ら な い 。  

 （ 金 銭 企 業 出 納 員 等 の 引 継 ぎ ）  

第 ９ 条  金 銭 企 業 出 納 員 等 の 交 代 が あ っ た 場 合 に お い て は 、 前 任 者

は 、 速 や か に 後 任 者 に 引 き 継 が な け れ ば な ら な い 。  

２  現 金 取 扱 員 を 免 ぜ ら れ た と き は 、 当 該 職 員 は 、 直 ち に そ の 事 務

、 現 金 及 び 帳 簿 を 後 任 者 に 引 き 継 が な け れ ば な ら な い 。  

３  金 銭 企 業 出 納 員 等 及 び 現 金 取 扱 員 が 、 死 亡 そ の 他 の 事 故 に よ り

自 ら 引 継 ぎ を す る こ と が で き な い と き は 、 局 長 は 、 他 の 職 員 に 命

じ て 前 ２ 項 の 引 継 ぎ を さ せ な け れ ば な ら な い 。  

   第 ３ 章  出 納  

    第 １ 節  収 入  

 （ 調 定 ）  

第 10 条  市 長 は 、 収 入 の 原 因 を 生 じ た と き は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 調

定 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 法 律 上 又 は そ の 性 質 上 事 前 に 調

定 し 難 い 収 入 に あ っ て は 、 こ の 限 り で な い 。  

 (1)  所 属 年 度  

 (2)  収 入 科 目  

 (3)  収 入 金 額  

 (4)  算 出 の 基 礎  

 (5)  納 人 の 住 所 又 は 所 在 地 及 び 氏 名 又 は 名 称  

 (6)  納 入 の 根 拠 及 び 法 令 又 は 契 約 に 違 反 す る 事 実 の 有 無  

 (7)  納 期 限  

 (8)  納 入 場 所  

２  前 項 の 規 定 に よ る 収 入 の 調 定 は 、 法 令 又 は 契 約 等 に よ り 分 割 納

付 を す る も の に あ っ て は 、 当 該 納 付 期 限 に 係 る 金 額 に つ い て そ の

納 付 期 限 の 到 来 ご と に し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 年 額 又 は 数

回 分 を 同 時 に 納 人 に 通 知 す る も の に つ い て は 、 こ の 限 り で な い 。  

 （ 調 定 通 知 ）  

第 11 条  市 長 は 、 収 入 を 調 定 し た と き は 、 そ の 都 度 調 定 の 内 容 を 財
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務 会 計 シ ス テ ム に 登 録 す る 方 法 に よ り 金 銭 企 業 出 納 員 に 通 知 し な

け れ ば な ら な い 。  

２  前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 財 務 会 計 シ ス テ ム 以 外 の シ ス テ ム 等

で 納 人 の 個 別 管 理 を 行 っ て い る 収 入 に つ い て は 、 一 括 し て 調 定 の

内 容 を 財 務 会 計 シ ス テ ム に 登 録 し 、 通 知 す る こ と が で き る 。  

 （ 調 定 の 更 正 ）  

第 12 条  過 誤 そ の 他 の 理 由 に よ り 、 調 定 の 更 正 を す る と き は 、 前 ２

条 の 規 定 を 準 用 す る 。  

 （ 納 入 の 通 知 等 ）  

第 13 条  市 長 は 、 収 入 金 を 徴 収 す る と き は 、 納 人 に 対 し て 納 期 限 の

定 め の あ る も の は 遅 く と も 納 期 限 の 10 日 前 ま で に 、 随 時 の 収 入 は

そ の 都 度 、 別 に 定 め る 納 入 通 知 書 に よ り 納 入 の 通 知 を し な け れ ば

な ら な い 。  

２  そ の 性 質 上 納 入 通 知 書 に よ り 難 い 収 入 に つ い て は 、 口 頭 そ の 他

の 方 法 に よ っ て 納 入 の 通 知 を す る こ と が で き る 。  

３  補 助 金 、 企 業 債 そ の 他 そ の 性 質 上 納 入 の 通 知 を 必 要 と し な い 収

入 に つ い て は 、 別 に 定 め る 納 付 書 を 用 い な け れ ば な ら な い 。  

 （ 不 納 欠 損 処 分 ）  

第 14 条  収 入 に つ い て 、 次 の い ず れ か に 該 当 す る と き は 、 不 納 欠 損

処 分 を し な け れ ば な ら な い 。  

 (1)  権 利 の 放 棄 に つ い て 地 方 自 治 法 （ 昭 和 22 年 法 律 第 67 号 ） 第 96

条 第 １ 項 第 10 号 の 規 定 に よ る 議 会 の 議 決 が あ っ た と き 又 は 地 方

自 治 法 施 行 令 （ 昭 和 22 年 政 令 第 16 号 ） 第  171 条 の ７ 若 し く は 条

例 の 定 め る と こ ろ に よ り 権 利 を 放 棄 し た と き 。  

 (2)  公 法 上 の 収 入 に つ い て 、 地 方 自 治 法 第  236 条 の 規 定 に よ る 消

滅 時 効 が 完 成 し た と き 。  

 (3)  私 法 上 の 収 入 に つ い て 、 消 滅 時 効 が 完 成 し た と き 。  

 (4)  そ の 他 法 令 の 定 め る と こ ろ に よ り 債 権 が 消 滅 し た と き 。  

 （ 領 収 書 の 交 付 ）  

第 15 条  金 銭 企 業 出 納 員 等 又 は 現 金 取 扱 員 は 、 納 入 通 知 書 又 は 納 付

書 （ 以 下 「 納 入 通 知 書 等 」 と い う 。 ） に よ り 現 金 を 直 接 受 領 し た

と き は 、 納 入 通 知 書 等 の 領 収 日 付 欄 に 領 収 印 を 押 印 し 、 領 収 書 を

納 人 に 交 付 し な け れ ば な ら な い 。  

２  口 座 振 込 に よ り 収 入 金 を 収 納 す る 場 合 は 、 領 収 書 を 交 付 し な い

も の と す る 。  

 （ つ り 銭 資 金 の 保 管 ）  

第 16 条  金 銭 企 業 出 納 員 は 、 つ り 銭 資 金 を 必 要 と す る 場 合 は 、 必 要

最 小 限 の 現 金 を 保 管 す る こ と が で き る 。  

 （ 口 座 振 替 に よ る 収 納 ）  

第 17 条  市 長 は 、 出 納 取 扱 金 融 機 関 又 は 収 納 取 扱 金 融 機 関 に 預 金 口
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座 を 設 け て い る 納 入 義 務 者 か ら 口 座 振 替 の 方 法 に よ り 収 入 を 納 付

す る 旨 の 申 出 が あ る と き は 、 当 該 納 入 義 務 者 が 指 定 す る 出 納 取 扱

金 融 機 関 又 は 収 納 取 扱 金 融 機 関 に 納 入 通 知 書 等 を 送 付 す る こ と が

で き る 。  

 （ 郵 便 貯 金 銀 行 の 払 込 書 に よ る 収 納 ）  

第 18 条  郵 便 貯 金 銀 行 に お い て 、 次 に 掲 げ る 収 入 金 を 収 納 す る と き

は 、 納 入 通 知 書 等 の ほ か 、 郵 便 貯 金 銀 行 指 定 の 払 込 書 に よ る こ と

が で き る 。  

 (1)  寄 附 金  

 (2)  別 に 定 め る と こ ろ に よ り 情 報 通 信 技 術 を 利 用 し て 収 納 す る 収

入 金  

 （ 納 付 に 使 用 す る 小 切 手 の 制 限 ）  

第 19 条  令 第 21 条 の ３ 第 １ 項 第 １ 号 の 規 定 に よ り 、 収 入 の 納 付 に 使

用 す る こ と が で き る 小 切 手 の 支 払 地 は 、 全 国 の 区 域 と す る 。  

    第 ２ 節  支 出  

 （ 支 払 伝 票 ）  

第 20 条  市 長 は 、 経 費 の 支 出 を し よ う と す る と き は 、 次 に 掲 げ る 事

項 を 調 査 し 、 及 び 確 認 の 上 、 適 正 と 認 め る と き は 、 支 払 伝 票 を 発

行 す る も の と す る 。  

 (1)  支 出 に 必 要 な 一 切 の 書 類 の 整 備 の 有 無  

 (2)  支 出 の 正 当 か つ 必 要 性  

 (3)  当 該 支 出 の 法 令 違 反 の 有 無  

 (4)  支 払 金 に つ い て の 時 効 の 完 成 の 有 無  

 （ 支 払 伝 票 の 添 付 書 類 及 び 記 載 事 項 ）  

第 21 条  支 払 伝 票 に は 、 当 該 経 費 の 支 出 に 係 る 執 行 伺 、 見 積 書 、 契

約 書 、 公 共 工 事 の 前 払 金 に 関 す る 規 則 （ 昭 和 37 年 ３ 月 横 浜 市 規 則

第 14 号 ） 第 ３ 条 の 規 定 に よ り 提 出 さ れ た 保 証 契 約 証 書 の 写 し 、 請

書 、 工 事 検 査 調 書 、 物 品 役 務 完 了 検 査 調 書 、 物 品 役 務 部 分 検 査 調

書 、 指 令 書 又 は 通 知 書 の 写 し そ の 他 の 支 出 の 根 拠 を 証 す る 書 類 及

び 代 理 関 係 を 証 す る 書 類 を 添 付 し な け れ ば な ら な い 。  

２  支 払 伝 票 を 発 行 し よ う と す る 場 合 に お い て は 、 次 に 掲 げ る 事 項

を 記 載 し た 請 求 書 を 添 付 し な け れ ば な ら な い 。  

 (1)  請 求 金 額 、 算 出 の 基 礎 及 び 債 権 を 発 生 さ せ た 事 実  

 (2)  債 権 者 の 住 所 、 氏 名 及 び 押 印  

 (3)  請 求 年 月 日  

 (4)  債 務 者 の 名 称  

３  前 項 第 １ 号 に 掲 げ る 事 項 の う ち 算 出 の 基 礎 、 同 項 第 ２ 号 に 掲 げ

る 事 項 の う ち 債 権 者 の 住 所 若 し く は 押 印 又 は 同 項 第 ３ 号 に 掲 げ る

事 項 に つ い て は 、 金 銭 企 業 出 納 員 が 認 め る 場 合 は 、 そ の 記 載 を 省

略 す る こ と が で き る 。  
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４  第 ２ 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 債 権 者 の 請 求 に よ る こ と が 困 難 な

経 費 に つ い て は 、 支 払 伝 票 に 請 求 書 の 添 付 を 省 略 す る こ と が で き

る 。  

５  前 項 の 規 定 に よ り 請 求 書 の 添 付 を 省 略 す る 場 合 は 、 支 払 伝 票 （

支 払 調 書 ） を 発 行 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 金 銭 企 業 出 納 員

が 認 め る 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。  

 （ 代 理 関 係 の 確 認 ）  

第 22 条  代 理 人 に よ っ て 請 求 が あ っ た 場 合 に お い て は 、 市 長 は 、 そ

の 代 理 関 係 を 委 任 状 及 び 印 鑑 証 明 書 に よ り 確 認 し な け れ ば な ら な

い 。 こ の 場 合 に お い て 、 印 鑑 証 明 書 を 徴 し 難 い と き の 取 扱 い は 、

別 に 定 め る 。  

２  支 払 伝 票 を 発 行 す る 場 合 に お い て 、 正 当 債 権 者 と 受 領 者 と の 間

に 代 理 関 係 を 有 す る と き は 、 市 長 は 、 そ の 確 認 を し な け れ ば な ら

な い 。  

 （ 資 金 前 渡 ）  

第 23 条  令 第 21 条 の ５ 第 １ 項 第 １ 号 か ら 第 11 号 ま で 及 び 第 13 号 に 掲

げ る 経 費 、 同 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 資 金 並 び に 次 に 掲 げ る 経 費 に つ

い て は 、 そ の 資 金 を 前 渡 す る こ と が で き る 。  

 (1)  交 際 費  

 (2)  現 金 支 払 を 要 す る 消 耗 品 費 及 び 燃 料 費  

 (3)  検 査 等 の た め に 必 要 な 商 品 の 買 上 げ に 要 す る 経 費  

 (4)  現 金 支 払 を 要 す る 手 数 料  

 (5)  郵 便 切 手 、 収 入 印 紙 そ の 他 こ れ ら に 類 す る も の 及 び 回 数 乗 車

券 の 購 入 に 要 す る 経 費  

 (6)  金 融 機 関 に 対 し て 支 払 う 手 数 料  

 (7)  乗 車 券 、 乗 船 券 及 び 航 空 券 の 購 入 に 要 す る 経 費 ( 旅 費 を 除 く  

  。 )  

 (8)  日 本 郵 便 株 式 会 社 に 対 し て 支 払 う 経 費  

 (9)  現 金 支 払 を 要 す る 自 動 車 借 上 料 、 有 料 道 路 通 行 料 及 び 駐 車 場

使 用 料  

 (10)  施 設 使 用 料 の う ち 直 接 支 払 を 必 要 と す る 経 費  

 (11)  日 本 放 送 協 会 に 対 し て 支 払 う 受 信 料  

 (12)  講 習 会 費 、 研 究 会 費 そ の 他 こ れ ら に 類 す る 経 費  

 (13)  亡 失 現 金 に 係 る 損 失 補 填 金  

 (14)  土 地 収 用 法 （ 昭 和 26 年 法 律 第  219 号 ） に 基 づ く 土 地 の 収 用 又

は 使 用 に 係 る 損 失 補 償 金 、 加 算 金 及 び 過 怠 金  

 (15)  損 害 賠 償 の た め に 支 払 う 経 費  

 (16)  供 託 金 及 び 供 託 に 要 す る 経 費  

 (17)  外 国 へ 送 金 を 要 す る 経 費  

 (18)  払 込 取 扱 票 に よ り 支 払 う 経 費  
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 (19)  救 急 に 係 る 経 費  

 (20)  口 座 振 替 に よ る 特 別 高 圧 を 除 く 受 電 に 係 る 電 気 料 金 、 ガ ス 料

金 及 び 水 道 料 金 （ 下 水 道 使 用 料 を 含 む 。 ）  

２  前 項 に 規 定 す る 経 費 又 は 資 金 で あ っ て 、 常 時 必 要 と す る も の に

つ い て は 、 １ 箇 月 分 以 内 の 資 金 を 前 渡 す る こ と が で き る 。  

 （ 前 渡 金 管 理 者 ）  

第 24 条  前 条 に 規 定 す る 経 費 の 資 金 前 渡 を 受 け る 者 は 、 当 該 経 費 の

執 行 に 係 る 各 課 長 等 と す る 。  

２  資 金 前 渡 を 受 け よ う と す る と き は 、 横 浜 市 下 水 道 事 業 予 算 規 則

（ 令 和 ６ 年 ６ 月 横 浜 市 規 則 第 58 号 。 以 下 「 予 算 規 則 」 と い う 。 ）

第 ８ 条 第 ４ 項 の 規 定 に よ る ほ か 、 資 金 前 渡 の 決 定 に 係 る 執 行 伺 に

次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し な け れ ば な ら な い 。  

 (1)  前 渡 金 管 理 者  

 (2)  根 拠 法 令  

 (3)  そ の 他 必 要 な 事 項  

 （ 前 渡 金 管 理 者 の 事 務 処 理 等 ）  

第 25 条  前 渡 金 管 理 者 は 、 前 渡 金 受 払 簿 を 備 え て 整 理 し な け れ ば な

ら な い 。  

２  前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 次 に 掲 げ る 経 費 は 、 前 渡 金 受 払 簿 へ

の 記 載 を 省 略 す る こ と が で き る 。  

 (1)  旅 費  

 (2)  横 浜 市 会 計 年 度 任 用 職 員 の 給 与 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （

令 和 元 年 10 月 横 浜 市 条 例 第 24 号 ） 第 11 条 の 旅 行 に 係 る 費 用 弁 償  

 (3)  口 座 振 替 に よ る 電 気 料 金 、 ガ ス 料 金 、 放 送 受 信 料 、 通 信 回 線

使 用 料 並 び に 電 話 使 用 料 及 び 通 話 料  

 (4)  前 渡 金 を 受 領 後 、 直 ち に 全 額 支 払 う 経 費  

３  第 23 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 経 費 の 資 金 前 渡 を 受 け た 前 渡 金 管 理 者

は 、 確 実 な 金 融 機 関 に 預 金 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 直 ち に

支 払 を 要 す る 場 合 の 現 金 に つ い て は 、 こ の 限 り で な い 。  

 （ 前 渡 金 管 理 者 に 対 す る 検 査 ）  

第 26 条  局 長 は 、 金 銭 企 業 出 納 員 を し て 、 前 渡 金 管 理 者 の 行 う 出 納

及 び 保 管 に 関 す る 事 務 を 検 査 さ せ る こ と が で き る 。  

 （ 前 渡 金 の 精 算 ）  

第 27 条  前 渡 金 管 理 者 は 、 精 算 書 を 作 成 し 、 次 に 掲 げ る と こ ろ に よ

り 領 収 書 又 は 支 払 を 証 す る 書 類 及 び 第 21 条 第 １ 項 の 規 定 に 準 ず る

書 類 （ 以 下 「 領 収 書 等 」 と い う 。 ） を 添 え 、 金 銭 企 業 出 納 員 に 送

付 し な け れ ば な ら な い 。  

 (1)  毎 月 必 要 と す る 経 費 に つ い て は 、 翌 月 14 日 ま で に 送 付 す る こ  

  と 。  

 (2)  令 第 21 条 の ５ 第 １ 項 第 １ 号 に 掲 げ る 経 費 に つ い て は 、 帰 国 し
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た 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て 14 日 以 内 に 送 付 す る こ と 。  

 (3)  前 ２ 号 の 経 費 以 外 の 経 費 に つ い て は 、 用 件 を 終 了 し た 日 の 翌

日 か ら 起 算 し て 14 日 以 内 に 送 付 す る こ と 。  

２  前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 旅 費 及 び 費 用 弁 償 の 精 算 手 続 に つ い

て は 、 別 に 定 め る 。  

３  前 渡 金 管 理 者 は 、 精 算 残 金 が あ る と き は 、 速 や か に 、 こ れ を 戻

入 し な け れ ば な ら な い 。  

 （ 前 渡 金 管 理 者 の 引 継 ぎ ）  

第 28 条  前 渡 金 管 理 者 の 交 代 が あ っ た 場 合 に お い て は 、 前 任 者 は 、

速 や か に 後 任 者 に 引 き 継 が な け れ ば な ら な い 。  

 （ 概 算 払 ）  

第 29 条  令 第 21 条 の ６ 第 １ 号 か ら 第 ４ 号 ま で に 規 定 す る 経 費 及 び 次

に 掲 げ る 経 費 に つ い て は 、 概 算 払 を す る こ と が で き る 。  

 (1)  保 険 料  

 (2)  委 託 費 の う ち 概 算 払 を 必 要 と す る 経 費  

 (3)  本 市 に 損 害 賠 償 責 任 が あ る こ と が 明 ら か で あ る 事 件 に 係 る 損

害 賠 償 金 の 支 払 に 要 す る 経 費  

２  概 算 払 を す る と き は 、 予 算 規 則 第 ８ 条 第 ４ 項 の 規 定 に よ る ほ か

、 概 算 払 の 決 定 に 係 る 執 行 伺 に 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し な け れ ば

な ら な い 。  

 (1)  根 拠 法 令  

 (2)  そ の 他 必 要 な 事 項  

 （ 概 算 払 の 精 算 ）  

第 30 条  概 算 払 を 受 け た 者 は 、 用 件 を 終 了 し た 日 の 翌 日 か ら 起 算 し

て 30 日 以 内 に 、 領 収 書 等 を 添 え 、 精 算 に 係 る 報 告 書 を 市 長 に 提 出

し な け れ ば な ら な い 。  

２  市 長 は 、 前 項 の 報 告 書 を 受 理 し た と き は 、 精 算 書 を 作 成 し 、 金

銭 企 業 出 納 員 に 送 付 し な け れ ば な ら な い 。  

３  前 ２ 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 概 算 払 に よ る 旅 費 （ 費 用 弁 償 を 除

く 。 ） の 精 算 手 続 に つ い て は 、 別 に 定 め る 。  

 （ 前 金 払 ）  

第 31 条  令 第 21 条 の ７ 第 １ 号 か ら 第 ７ 号 ま で に 規 定 す る 経 費 及 び 次

に 掲 げ る 経 費 に つ い て は 、 前 金 払 を す る こ と が で き る 。  

 (1)  補 償 金  

 (2)  保 険 料  

 (3)  民 事 訴 訟 、 行 政 争 訟 又 は 民 事 調 停 に 要 す る 経 費  

２  前 金 払 を す る と き は 、 予 算 規 則 第 ８ 条 第 ４ 項 の 規 定 に よ る ほ か

、 前 金 払 の 決 定 に 係 る 執 行 伺 に 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し な け れ ば

な ら な い 。  

 (1)  根 拠 法 令  
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 (2)  そ の 他 必 要 な 事 項  

３  公 共 工 事 の 前 払 金 保 証 事 業 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 27 年 法 律 第  184  

号 ） 第 ２ 条 第 ４ 項 に 規 定 す る 保 証 事 業 会 社 に よ り 同 条 第 ２ 項 に 規

定 す る 前 金 払 の 保 証 が さ れ た 工 事 に 要 す る 経 費 は 、 市 長 が そ の 必

要 が あ る と 認 め る と き は 、 別 に 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 前 金

払 を す る こ と が で き る 。  

 （ 現 金 払 ）  

第 32 条  金 銭 企 業 出 納 員 は 、 出 納 取 扱 金 融 機 関 を し て 現 金 で 支 払 を

さ せ る と き は 、 債 権 者 に 対 し 領 収 書 と 引 換 え に 支 払 票 を 交 付 す る

と と も に 、 出 納 取 扱 金 融 機 関 に 支 払 票 番 号 を 記 載 し た 支 払 通 知 書

を 送 付 し な け れ ば な ら な い 。  

２  出 納 取 扱 金 融 機 関 は 、 支 払 通 知 書 の 送 付 が あ っ た と き は 、 支 払

通 知 書 の 支 払 票 番 号 と 支 払 票 を 照 合 の 上 、 支 払 票 持 参 人 に 現 金 の

支 払 を し な け れ ば な ら な い 。  

 （ 領 収 書 ）  

第 33 条  金 銭 企 業 出 納 員 は 、 債 権 者 に 現 金 で 支 払 を し 、 又 は 出 納 取

扱 金 融 機 関 に 現 金 で 支 払 を さ せ る と き は 、 債 権 者 か ら 領 収 書 を 徴

さ な け れ ば な ら な い 。  

 （ 口 座 振 替 払 ）  

第 34 条  令 第 21 条 の 10 の 規 定 に よ り 管 理 者 が 定 め る 金 融 機 関 は 、 出

納 取 扱 金 融 機 関 と 為 替 取 引 の あ る 金 融 機 関 と す る 。  

２  金 銭 企 業 出 納 員 は 、 口 座 振 替 の 方 法 に よ り 支 出 す る と き は 、 口

座 振 替 通 知 書 に 、 次 に 掲 げ る 書 類 の い ず れ か を 添 え 、 又 は こ れ に

代 わ る 電 磁 的 記 録 を 送 付 し て 、 出 納 取 扱 金 融 機 関 に 通 知 し な け れ

ば な ら な い 。  

 (1)  振 込 依 頼 書  

 (2)  債 権 者 の 発 行 し た 納 入 書 等 又 は こ れ に 準 ず る も の  

３  金 銭 企 業 出 納 員 は 、 前 項 の 口 座 振 替 通 知 書 を 送 付 し た と き は 、

出 納 取 扱 金 融 機 関 か ら 口 座 振 替 済 報 告 書 を 受 領 し な け れ ば な ら な

い 。 た だ し 、 前 項 第 ２ 号 に 掲 げ る 書 類 を 添 付 し た 口 座 振 替 通 知 書

を 送 付 し た 場 合 は 、 口 座 振 替 済 報 告 書 の 受 領 を 要 し な い 。  

 （ 預 金 の 現 在 高 照 合 ）  

第 35 条  銀 行 預 金 は 、 毎 月 末 現 在 に お い て 当 該 銀 行 の 通 帳 又 は 現 在

高 証 明 書 と 帳 簿 を 照 合 し な け れ ば な ら な い 。  

 （ 印 鑑 の 通 知 ）  

第 36 条  金 銭 企 業 出 納 員 は 、 公 金 の 支 払 に 使 用 す る 印 鑑 を 出 納 取 扱

金 融 機 関 に 通 知 し な け れ ば な ら な い 。 通 知 し た 印 鑑 を 変 更 し た と

き も 、 同 様 と す る 。  

    第 ３ 節  振 替  

 （ 振 替 伝 票 ）  
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第 37 条  各 課 長 等 は 、 科 目 振 替 の 事 由 が 発 生 し た 場 合 は 、 遅 滞 な く

振 替 伝 票 を 発 行 し な け れ ば な ら な い 。  

２  発 行 し た 振 替 伝 票 は 、 金 銭 企 業 出 納 員 に 提 出 し な け れ ば な ら な

い 。  

   第 ４ 章  出 納 取 扱 金 融 機 関 等  

第 38 条  令 第 22 条 の ２ 第 １ 項 の 規 定 に よ り 、 出 納 取 扱 金 融 機 関 に 公

金 の 収 納 及 び 支 払 の 事 務 を 取 り 扱 わ せ 、 収 納 取 扱 金 融 機 関 に 公 金

の 収 納 の 事 務 を 取 り 扱 わ せ る 。  

２  出 納 取 扱 金 融 機 関 及 び 収 納 取 扱 金 融 機 関 に お け る 公 金 の 取 扱 事

務 に つ い て は 、 法 令 及 び 契 約 に 定 め る と こ ろ に よ る 。  

   第 ５ 章  固 定 資 産  

 （ 固 定 資 産 の 範 囲 ）  

第 39 条  下 水 道 事 業 の 会 計 に お い て 固 定 資 産 と は 、 次 に 掲 げ る も の

を い う 。  

 (1)  有 形 固 定 資 産  土 地 、 立 木 、 建 物 、 建 物 附 属 設 備 、 構 築 物 、

機 械 及 び 装 置 、 船 舶 、 車 両 運 搬 具 、 工 具 、 器 具 及 び 備 品 、 リ ー

ス 資 産 （ フ ァ イ ナ ン ス ・ リ ー ス 取 引 に 係 る も の （ リ ー ス 物 件 の

重 要 性 が 乏 し い も の を 除 く 。 ） に 限 る 。 以 下 同 じ 。 ） 及 び 建 設

仮 勘 定  

 (2)  無 形 固 定 資 産  借 地 権 、 地 上 権 、 施 設 利 用 権 そ の 他 こ れ ら に

準 ず る 権 利 で 、 有 償 で 取 得 し た も の 、 リ ー ス 資 産 及 び 建 設 仮 勘

定  

 (3)  投 資 そ の 他 の 資 産  投 資 有 価 証 券 、 長 期 貸 付 金 そ の 他 こ れ ら

に 準 ず る も の  

 （ 固 定 資 産 の 管 理 ）  

第 40 条  経 理 課 長 は 、 固 定 資 産 の 管 理 の 総 括 を す る 。  

２  各 課 長 等 は 、 善 良 な 管 理 者 の 注 意 を も っ て そ の 所 管 す る 固 定 資

産 を 管 理 し な け れ ば な ら な い 。  

３  経 理 課 長 は 、 固 定 資 産 台 帳 を 備 え て 整 理 し な け れ ば な ら な い 。  

 （ 事 故 報 告 ）  

第 41 条  各 課 長 等 は 、 天 災 そ の 他 の 事 由 に よ り 、 そ の 所 管 す る 固 定

資 産 の 滅 失 又 は 損 傷 を 発 見 し た 場 合 は 、 遅 滞 な く 局 長 に 報 告 し な

け れ ば な ら な い 。  

 （ 預 り 証 ）  

第 42 条  局 等 の 庶 務 担 当 係 長 は 、 修 理 （ 改 造 等 を 含 む 。 ） 又 は 保 管

の た め に 固 定 資 産 の う ち 動 産 を 引 き 渡 す と き は 、 預 り 証 を 徴 し な

け れ ば な ら な い 。  

 （ 売 却 又 は 廃 棄 ）  

第 43 条  事 業 上 不 要 又 は 過 剰 な 固 定 資 産 は 、 適 時 売 却 す る こ と が で

き る 。  
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２  損 傷 そ の 他 の た め 用 途 を 喪 失 し 、 又 は 売 却 価 値 が な い 固 定 資 産

は 、 廃 棄 す る こ と が で き る 。  

   第 ６ 章  雑 則  

 （ 様 式 ）  

第 44 条  こ の 規 則 の 規 定 に よ る 書 類 等 の 様 式 は 、 別 に 定 め る 。  

   附  則  

 （ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 規 則 は 、 令 和 ６ 年 ７ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

 （ 経 過 措 置 ）  

２  こ の 規 則 の 施 行 の 日 前 に 地 方 公 営 企 業 法 の 財 務 規 定 等 を 適 用 す

る 事 業 に 関 す る 財 務 規 則 を 廃 止 す る 規 則 （ 令 和 ６ 年 ６ 月 横 浜 市 規

則 第 63 号 ） に よ る 廃 止 前 の 地 方 公 営 企 業 法 の 財 務 規 定 等 を 適 用 す

る 事 業 に 関 す る 財 務 規 則 （ 昭 和 39 年 ３ 月 横 浜 市 規 則 第 34 号 。 以 下

「 旧 規 則 」 と い う 。 ） の 規 定 に よ り な さ れ た 手 続 そ の 他 の 行 為 は

、 こ の 規 則 の 相 当 規 定 に よ り な さ れ た 手 続 そ の 他 の 行 為 と み な す

。  

３  こ の 規 則 の 施 行 の 際 現 に 旧 規 則 第 ５ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 現 金

取 扱 員 に 任 命 さ れ て い る 者 は 、 別 段 の 辞 令 が 発 せ ら れ な い 限 り 、

こ の 規 則 第 ８ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 現 金 取 扱 員 に 任 命 さ れ た 者 と

み な す 。  

 （ 地 方 公 営 企 業 法 の 財 務 規 定 等 を 適 用 す る 事 業 に 係 る 給 与 及 び 保  

 険 料 等 支 出 事 務 の 特 例 に 関 す る 規 則 の 一 部 改 正 ）  

４  地 方 公 営 企 業 法 の 財 務 規 定 等 を 適 用 す る 事 業 に 係 る 給 与 及 び 保

険 料 等 支 出 事 務 の 特 例 に 関 す る 規 則 （ 昭 和 39 年 ３ 月 横 浜 市 規 則 第

33 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

  第 １ 条 中 「 地 方 公 営 企 業 法 の 財 務 規 定 等 を 適 用 す る 事 業 に 関 す

る 財 務 規 則 （ 昭 和 39 年 ３ 月 横 浜 市 規 則 第 34 号 。 以 下 「 財 務 規 則 」

を 「 横 浜 市 下 水 道 事 業 会 計 規 則 （ 令 和 ６ 年 ６ 月 横 浜 市 規 則 第 59 号

。 以 下 「 会 計 規 則 」 に 、 「 財 務 規 則 の 」 を 「 会 計 規 則 の 」 に 改 め

る 。  

  第 ３ 条 中 「 財 務 規 則 第 34 条 第 １ 項 の 規 定 を 除 く ほ か 財 務 規 則 第

３ 章 第 ２ 節 」 を 「 会 計 規 則 第 ３ 章 第 １ 節 」 に 、 「 適 用 し な い 」 を

「 、 適 用 し な い 」 に 改 め る 。  

  第 ５ 条 第 ２ 項 中 「 財 務 規 則 第 48 条 」 を 「 会 計 規 則 第 21 条 」 に 、

「 ま た は 」 を 「 又 は 」 に 改 め る 。  

  第 ８ 条 第 ２ 項 中 「 財 務 規 則 第 57 条 か ら 第 59 条 ま で 」 を 「 会 計 規

則 第 25 条 か ら 第 27 条 ま で 」 に 改 め る 。  
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 横 浜 市 下 水 道 事 業 物 品 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。  

   令 和 ６ 年 ６ 月 25 日  

                 横 浜 市 長  山  中  竹  春  

横 浜 市 規 則 第 60 号  

   横 浜 市 下 水 道 事 業 物 品 規 則  

 （ 趣 旨 ）  

第 １ 条  下 水 道 事 業 の 物 品 取 扱 事 務 に つ い て は 、 別 に 定 め る も の を

除 く ほ か 、 こ の 規 則 の 定 め る と こ ろ に よ る 。  

 （ 定 義 ）  

第 ２ 条  こ の 規 則 に お い て 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 用 語 の 意 義 は 、 当 該

各 号 に 定 め る と こ ろ に よ る 。  

 (1)  物 品  下 水 道 事 業 の 所 有 又 は 管 理 に 属 す る 動 産 の う ち 、 次 に

掲 げ る も の 以 外 の も の を い う 。  

  ア  公 有 財 産 に 属 す る も の  

  イ  現 金 （ 現 金 に 代 え て 納 付 さ れ る 証 券 を 含 む 。 ）  

  ウ  文 書  

 (2)  財 務 会 計 シ ス テ ム  下 水 道 事 業 の 予 算 の 編 成 及 び 執 行 並 び に

会 計 に 関 す る 事 務 を 電 子 情 報 処 理 組 織 に よ っ て 処 理 す る 情 報 処

理 シ ス テ ム を い う 。  

 （ 物 品 管 理 の 原 則 ）  

第 ３ 条  物 品 の 取 得 、 使 用 、 処 分 そ の 他 物 品 の 管 理 に 関 す る 事 務 を

行 う 職 員 は 、 こ の 規 則 そ の 他 物 品 の 管 理 に 関 す る 法 令 の 規 定 に 従

う ほ か 、 善 良 な 管 理 者 の 注 意 を も っ て そ の 事 務 を 処 理 し な け れ ば

な ら な い 。  

２  物 品 は 、 常 に 善 良 な 管 理 者 の 注 意 を も っ て 取 り 扱 う と と も に 、

そ の 目 的 及 び 用 途 に 従 い 、 最 も 効 果 的 に 使 用 し な け れ ば な ら な い

。  

３  物 品 は 、 売 却 を 目 的 と す る も の 又 は 不 用 の 決 定 を し た も の で な

け れ ば 、 売 却 す る こ と が で き な い 。  

４  物 品 は 、 貸 付 を 目 的 と す る も の 又 は 貸 し 付 け て も 下 水 道 事 業 の

事 務 若 し く は 事 業 に 支 障 を 及 ぼ さ な い と 認 め ら れ る も の で な け れ

ば 、 貸 し 付 け る こ と が で き な い 。  

 （ 財 務 会 計 シ ス テ ム に よ る 事 務 処 理 ）  

第 ４ 条  こ の 規 則 の 規 定 に よ り 行 う こ と と さ れ て い る 通 知 、 帳 簿 の

作 成 そ の 他 の 手 続 で 、 別 に 定 め る も の に つ い て は 、 財 務 会 計 シ ス

テ ム に 登 録 す る 方 法 に よ り 行 う も の と す る 。  

 （ 物 品 の 分 類 ）  

第 ５ 条  物 品 は 、 次 の 区 分 に よ り 分 類 整 理 し な け れ ば な ら な い 。  

 (1)  た な 卸 資 産  た な 卸 経 理 を 行 う べ き も の  

 (2)  企 業 備 品  地 方 公 営 企 業 法 施 行 令 （ 昭 和 27 年 政 令 第  403 号 ）
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第 16 条 第 ３ 項 の 資 産 勘 定 に お い て 、 固 定 資 産 の う ち の 車 両 運 搬

具 又 は 工 具 、 器 具 及 び 備 品 に 区 分 す る も の  

 (3)  備 品  そ の 性 質 又 は 形 状 を 変 え る こ と な く 、 相 当 長 期 間 に わ

た り 使 用 で き る も の （ 前 ２ 号 に 該 当 す る も の を 除 く 。 ）  

 (4)  消 耗 品  短 期 間 の 使 用 に よ っ て そ の 性 質 若 し く は 形 状 を 変 え

、 又 は そ の 全 部 若 し く は 一 部 を 消 耗 す る も の 、 実 験 用 材 料 と し

て 使 用 す る も の 及 び 贈 与 を 目 的 と す る も の （ 第 １ 号 及 び 第 ２ 号

に 該 当 す る も の を 除 く 。 ）  

２  前 項 に 規 定 す る 備 品 と 消 耗 品 の 区 分 の 基 準 の 決 定 は 、 別 に 定 め

る 。  

 （ 物 品 企 業 出 納 員 の 設 置 等 ）  

第 ６ 条  下 水 道 河 川 局 に 地 方 公 営 企 業 法 （ 昭 和 27 年 法 律 第  292 号 ）

第 28 条 第 １ 項 に 規 定 す る 企 業 出 納 員 と し て 、 物 品 企 業 出 納 員 を 置

く 。  

２  物 品 企 業 出 納 員 は 、 下 水 道 河 川 局 総 務 部 経 理 課 長 （ 以 下 「 経 理

課 長 」 と い う 。 ） を も っ て 充 て る 。  

３  物 品 企 業 出 納 員 は 、 下 水 道 事 業 に 係 る 物 品 の 出 納 及 び 管 理 に 関

す る 事 務 を つ か さ ど る 。  

４  下 水 道 事 業 に 係 る 物 品 の 出 納 及 び 管 理 に 関 す る 事 務 は 、 物 品 企

業 出 納 員 に 委 任 す る 。  

５  市 長 は 、 物 品 企 業 出 納 員 に 事 故 が あ る と き は 、 他 の 職 員 を 物 品

企 業 出 納 員 に 命 ず る こ と が で き る 。  

 （ 物 品 分 任 企 業 出 納 員 の 設 置 等 ）  

第 ７ 条  下 水 道 事 業 を 行 う 部 局 （ 以 下 「 局 等 」 と い う 。 ） に 物 品 分

任 企 業 出 納 員 を 置 く 。  

２  物 品 分 任 企 業 出 納 員 は 、 下 水 道 河 川 局 各 課 長 （ 経 理 課 長 を 除 く

。 ） 、 下 水 道 河 川 局 下 水 道 管 路 部 下 水 道 事 務 所 長 、 下 水 道 河 川 局

下 水 道 施 設 部 各 水 再 生 セ ン タ ー 長 、 下 水 道 河 川 局 下 水 道 施 設 部 各

下 水 道 セ ン タ ー 長 及 び 各 土 木 事 務 所 副 所 長 を も っ て 充 て る 。  

３  物 品 企 業 出 納 員 は 、 各 所 管 に 係 る 物 品 の 出 納 及 び 管 理 に 関 す る

事 務 を 物 品 分 任 企 業 出 納 員 に 委 任 す る 。  

４  市 長 は 、 物 品 分 任 企 業 出 納 員 に 事 故 が あ る と き は 、 他 の 職 員 を

物 品 分 任 企 業 出 納 員 に 命 ず る こ と が で き る 。  

 （ 物 品 取 扱 員 の 設 置 等 ）  

第 ８ 条  局 等 に 物 品 取 扱 員 を 置 く 。  

２  物 品 取 扱 員 は 、 局 等 の 庶 務 担 当 係 長 を も っ て 充 て る 。  

３  物 品 取 扱 員 は 、 物 品 企 業 出 納 員 又 は 物 品 分 任 企 業 出 納 員 （ 以 下

「 物 品 企 業 出 納 員 等 」 と い う 。 ） の 命 を 受 け 、 物 品 の 管 理 に 関 す

る 事 務 を 取 り 扱 う 。  

 （ 物 品 の 受 入 れ 及 び 交 付 ）  
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第 ９ 条  下 水 道 河 川 局 長 （ 以 下 「 局 長 」 と い う 。 ） は 、 物 品 の 受 入

れ を 必 要 と す る と き は 、 物 品 企 業 出 納 員 等 に 通 知 し な け れ ば な ら

な い 。 た だ し 、 次 に 掲 げ る 物 品 に つ い て は 、 こ の 限 り で な い 。  

 (1)  購 入 後 直 ち に 消 費 し 、 又 は 贈 与 す る も の  

 (2)  官 報 、 公 報 、 新 聞 、 雑 誌 そ の 他 こ れ ら に 類 す る 印 刷 物 で 保 存

す る 必 要 の な い も の  

 (3)  直 ち に 配 布 す る た め に 購 入 し 、 又 は 作 成 す る 印 刷 物 そ の 他 こ

れ に 類 す る 物 品  

 (4)  苗 、 苗 木 、 種 子 、 肥 料 等 で 購 入 後 直 ち に 植 付 け 、 施 肥 等 を す

る も の  

 (5)  前 各 号 に 規 定 す る も の の ほ か 、 別 に 定 め る 物 品  

２  物 品 企 業 出 納 員 等 は 、 物 品 を 受 け 入 れ た と き は 、 速 や か に 、 こ

れ を 物 品 取 扱 員 へ 交 付 し な け れ ば な ら な い 。  

 （ 物 品 の 返 納 及 び 処 分 ）  

第 10 条  物 品 企 業 出 納 員 等 は 、 そ の 所 管 に 属 す る 物 品 （ 企 業 備 品 を

除 く 。 ） を 使 用 す る 必 要 が な く な っ た と き 又 は 使 用 す る こ と が で

き な く な っ た と き は 、 局 長 に 不 用 の 決 定 を 請 求 し な け れ ば な ら な

い 。  

２  局 長 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 請 求 を 受 け た と き は 、 こ れ を 審 査 の

上 、 不 用 の 決 定 を 行 う も の と す る 。  

３  局 長 は 、 前 項 に 規 定 す る 不 用 の 決 定 を 行 っ た 物 品 を 、 売 却 に よ

り 処 分 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 次 の い ず れ か に 該 当 す る も

の に つ い て は 、 廃 棄 そ の 他 の 方 法 に よ り 処 分 す る こ と が で き る 。  

 (1)  売 却 価 額 が そ の 費 用 を 償 え な い も の  

 (2)  買 受 人 の な い も の  

 (3)  そ の 他 売 却 に 適 し な い も の  

４  前 項 の 規 定 に よ り 物 品 （ た な 卸 資 産 及 び 備 品 に 限 る 。 ） を 処 分

す る と き は 、 物 品 企 業 出 納 員 等 に 通 知 し な け れ ば な ら な い 。  

 （ 備 品 の 亡 失 及 び 損 傷 ）  

第 11 条  物 品 企 業 出 納 員 等 は 、 そ の 所 管 に 属 す る 備 品 に つ い て 亡 失

、 損 傷 そ の 他 の 事 故 が 発 生 し た と き は 、 局 長 に 報 告 し な け れ ば な

ら な い 。  

 （ 物 品 の 所 管 換 ）  

第 12 条  物 品 企 業 出 納 員 等 は 、 物 品 の 効 率 的 な 使 用 の た め 必 要 が あ

る と 認 め る と き は 、 物 品 企 業 出 納 員 等 の 間 に お い て 、 物 品 の 所 管

を 移 す こ と が で き る 。  

 （ 物 品 の 貸 付 け 等 ）  

第 13 条  物 品 を 貸 し 付 け る 場 合 に お い て は 、 物 品 取 扱 員 は 、 当 該 物

品 の 貸 付 け を 決 定 し た 書 類 に よ り 、 当 該 貸 付 け が こ の 規 則 そ の 他

の 法 令 に 違 反 し な い か 、 及 び 契 約 の 内 容 と 相 違 し な い か を 審 査 し
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な け れ ば な ら な い 。  

２  物 品 取 扱 員 は 、 企 業 備 品 又 は 備 品 を 貸 し 付 け る と き （ 修 理 、 改

造 等 の た め 一 時 的 に 職 員 以 外 の 者 に 引 き 渡 す と き を 含 む 。 ） 又 は

貸 し 付 け た 企 業 備 品 又 は 備 品 の 返 還 を 受 け る と き は 、 当 該 備 品 の

貸 付 状 況 を 記 録 す る も の と す る 。  

３  物 品 の 交 換 、 譲 渡 及 び 貸 付 け に つ い て は 、 財 産 の 交 換 、 譲 渡 、

貸 付 け 等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 39 年 ３ 月 横 浜 市 条 例 第 ６ 号 ） 及 び 前

２ 項 に 定 め る も の の ほ か 、 横 浜 市 公 有 財 産 規 則 （ 昭 和 39 年 ３ 月 横

浜 市 規 則 第 60 号 ） の 規 定 を 準 用 す る 。  

 （ 預 り 証 ）  

第 14 条  物 品 取 扱 員 は 、 修 理 （ 改 造 等 を 含 む 。 ） 又 は 保 管 の た め に

貯 蔵 品 （ た な 卸 資 産 の う ち 、 常 時 必 要 と す る も の を い う 。 ） を 引

き 渡 す と き は 、 預 り 証 を 徴 し な け れ ば な ら な い 。  

 （ 物 品 取 扱 員 の 管 理 責 任 等 ）  

第 15 条  物 品 取 扱 員 は 、 物 品 企 業 出 納 員 等 か ら 交 付 を 受 け た 物 品 の

点 検 及 び 整 理 を し 、 常 に 良 好 な 状 態 を 維 持 し な け れ ば な ら な い 。  

２  物 品 取 扱 員 は 、 そ の 管 理 に 係 る 物 品 に つ い て 、 物 品 を 使 用 す る

者 を 指 導 し 、 及 び 監 督 し な け れ ば な ら な い 。  

３  物 品 を 使 用 す る 者 は 、 そ の 物 品 を 善 良 な 管 理 者 の 注 意 を も っ て

使 用 し な け れ ば な ら な い 。  

 （ た な 卸 資 産 等 の 整 理 ）  

第 16 条  物 品 取 扱 員 は 、 そ の 所 管 に 属 す る た な 卸 資 産 を 受 払 簿 に よ

り 整 理 し な け れ ば な ら な い 。  

２  物 品 取 扱 員 は 、 そ の 所 管 に 属 す る 備 品 を 備 品 管 理 簿 に よ り 整 理

し な け れ ば な ら な い 。  

 （ 企 業 備 品 等 の 表 示 ）  

第 17 条  物 品 取 扱 員 は 、 そ の 所 管 に 属 す る 企 業 備 品 及 び 備 品 に つ い

て 、 照 合 、 点 検 及 び 実 態 の 掌 握 を 容 易 に す る た め 、 品 名 、 備 品 番

号 等 を 記 載 し た 整 理 票 を 貼 付 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 こ れ

に よ り 整 理 し 難 い も の に つ い て は 、 企 業 備 品 に あ っ て は 横 浜 市 下

水 道 事 業 会 計 規 則 （ 令 和 ６ 年 ６ 月 横 浜 市 規 則 第 59 号 ） 第 40 条 第 ３

項 の 固 定 資 産 台 帳 に 、 備 品 に あ っ て は 前 条 第 ２ 項 の 備 品 管 理 簿 に

品 質 、 形 状 等 を 詳 細 に 記 入 し 、 現 品 と 容 易 に 照 合 す る こ と が で き

る よ う に し て お か な け れ ば な ら な い 。  

 （ 監 督 ）  

第 18 条  物 品 企 業 出 納 員 等 は 、 物 品 取 扱 員 の 所 掌 事 務 を 監 督 し な け

れ ば な ら な い 。  

 （ 引 継 ぎ ）  

第 19 条  物 品 企 業 出 納 員 等 又 は 物 品 取 扱 員 の 交 代 が あ っ た 場 合 に お

い て は 、 前 任 者 は 、 速 や か に 後 任 者 に そ の 事 務 及 び 物 品 を 引 き 継
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が な け れ ば な ら な い 。  

２  前 項 の 規 定 に よ る 引 継 ぎ を 行 う 場 合 に お い て 、 前 任 者 が 死 亡 そ

の 他 の 事 故 に よ り 引 継 ぎ を す る こ と が で き な い と き は 、 局 長 は 、

他 の 職 員 に 命 じ て 引 継 ぎ を さ せ な け れ ば な ら な い 。  

 （ 様 式 ）  

第 20 条  こ の 規 則 の 規 定 に よ る 書 類 等 の 様 式 は 、 別 に 定 め る 。  

   附  則  

 （ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 規 則 は 、 令 和 ６ 年 ７ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

 （ 経 過 措 置 ）  

２  こ の 規 則 の 施 行 の 日 前 に 地 方 公 営 企 業 法 の 財 務 規 定 等 を 適 用 す

る 事 業 に 関 す る 財 務 規 則 を 廃 止 す る 規 則 （ 令 和 ６ 年 ６ 月 横 浜 市 規

則 第 63 号 ） に よ る 廃 止 前 の 地 方 公 営 企 業 法 の 財 務 規 定 等 を 適 用 す

る 事 業 に 関 す る 財 務 規 則 （ 昭 和 39 年 ３ 月 横 浜 市 規 則 第 34 号 ） の 規

定 に よ り な さ れ た 手 続 そ の 他 の 行 為 は 、 こ の 規 則 の 相 当 規 定 に よ

り な さ れ た 手 続 そ の 他 の 行 為 と み な す 。  
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 横 浜 市 民 生 委 員 の 定 数 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規

則 を こ こ に 公 布 す る 。  

   令 和 ６ 年 ６ 月 25 日  

                 横 浜 市 長  山  中  竹  春  

横 浜 市 規 則 第 61 号  

   横 浜 市 民 生 委 員 の 定 数 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改  

   正 す る 規 則  

 横 浜 市 民 生 委 員 の 定 数 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 （ 平 成 27 年 ３ 月 横 浜

市 規 則 第 18 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

 本 則 中 「  4,213 人 」 を 「  4,214 人 」 に 改 め る 。  

   附  則  

 こ の 規 則 は 、 令 和 ６ 年 ７ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  
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 横 浜 市 下 水 道 事 業 定 期 支 出 金 支 出 事 務 の 特 例 に 関 す る 規 則 の 一 部

を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。  

   令 和 ６ 年 ６ 月 25 日  

                 横 浜 市 長  山  中  竹  春  

横 浜 市 規 則 第 62 号  

   横 浜 市 下 水 道 事 業 定 期 支 出 金 支 出 事 務 の 特 例 に 関 す る 規  

   則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則  

 横 浜 市 下 水 道 事 業 定 期 支 出 金 支 出 事 務 の 特 例 に 関 す る 規 則 （ 平 成

11 年 ３ 月 横 浜 市 規 則 第 23 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

 第 １ 条 中 「 地 方 公 営 企 業 法 の 財 務 規 定 等 を 適 用 す る 事 業 に 関 す る

財 務 規 則 （ 昭 和 39 年 ３ 月 横 浜 市 規 則 第 34 号 ） 」 を 「 横 浜 市 下 水 道 事

業 会 計 規 則 （ 令 和 ６ 年 ６ 月 横 浜 市 規 則 第 59 号 。 以 下 「 会 計 規 則 」 と

い う 。 ） 」 に 改 め る 。  

 第 ２ 条 中 「 金 銭 企 業 出 納 員 」 を 「 市 長 」 に 、 「 の 各 号 の い ず れ に

も 」 を 「 に 掲 げ る 要 件 に 」 に 改 め 、 同 条 に 次 の １ 号 を 加 え る 。  

 (5)  債 権 者 か ら 当 該 経 費 に つ い て 定 期 に 支 払 わ れ る こ と を 求 め る

旨 の 申 出 が あ る こ と 。  

 第 ３ 条 第 １ 項 中 「 主 管 課 長 （ こ れ に 相 当 す る 職 に あ る 者 を 含 む 。

以 下 同 じ 。 ） は 、 前 条 各 号 の い ず れ に も 」 を 「 市 長 は 、 前 条 の 規 定

に 」 に 、 「 の 支 出 に 関 す る 事 務 を 金 銭 企 業 出 納 員 に 依 頼 し よ う 」 を

「 に 係 る 内 容 を 財 務 会 計 シ ス テ ム （ 会 計 規 則 第 ２ 条 第 ４ 号 に 規 定 す

る 財 務 会 計 シ ス テ ム を い う 。 ） に 登 録 し よ う 」 に 、 「 （ 第 １ 号 様 式

） に 、 当 該 経 費 の 支 出 」 を 「 に 、 当 該 定 期 支 出 金 」 に 改 め 、 同 条 第

２ 項 を 次 の よ う に 改 め る 。  

２  金 銭 企 業 出 納 員 は 、 当 該 定 期 支 出 金 が 前 条 に 規 定 す る 定 期 支 出

金 の 支 出 要 件 に 該 当 す る か ど う か に つ い て 審 査 し な け れ ば な ら な

い 。  

 第 ４ 条 を 次 の よ う に 改 め る 。  

 （ 定 期 支 出 金 調 書 の 作 成 ）  

第 ４ 条  市 長 は 、 毎 月 、 定 期 支 出 金 に 係 る 当 該 月 の 支 出 予 定 額 及 び

そ の 内 訳 に 関 す る 債 務 が 確 定 し 、 又 は 支 払 義 務 が あ る こ と を 確 認

し た 上 で 、 定 期 支 出 金 調 書 を 作 成 し な け れ ば な ら な い 。  

 第 ５ 条 第 １ 項 中 「 経 理 課 長 は 、 毎 月 10 日 ま で に 前 条 第 ２ 項 の 規 定

に よ り 債 務 が 確 定 し 、 か つ 、 支 払 義 務 が あ る こ と が 確 認 さ れ た 全 て

の 」 を 「 市 長 は 、 前 条 の 規 定 に よ り 確 認 し た 」 に 改 め 、 「 の 合 計 額

」 を 削 り 、 「 （ 第 ３ 号 様 式 ） の 発 行 手 続 を し な け れ ば 」 を 「 を 発 行

し な け れ ば 」 に 改 め 、 同 条 第 ２ 項 中 「 及 び 前 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り

認 印 を 押 し た 」 を 「 （ 以 下 「 検 査 調 書 等 」 と い う 。 ） 及 び 」 に 改 め

、 同 項 に 次 の た だ し 書 を 加 え る 。  

  た だ し 、 金 銭 企 業 出 納 員 が 、 検 査 調 書 等 の 添 付 が な く て も そ の
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債 務 が 確 定 し 、 又 は 支 払 義 務 が あ る こ と を 確 認 す る こ と が で き る

と 認 め る 場 合 は 、 そ の 全 部 又 は 一 部 の 添 付 を 省 略 す る こ と が で き

る 。  

 第 ６ 条 を 第 ７ 条 と し 、 第 ５ 条 の 次 に 次 の １ 条 を 加 え る 。  

 （ 様 式 ）  

第 ６ 条  こ の 規 則 の 規 定 に よ る 書 類 等 の 様 式 は 、 別 に 定 め る 。  

 第 １ 号 様 式 か ら 第 ３ 号 様 式 ま で を 削 る 。  

   附  則  

 こ の 規 則 は 、 令 和 ６ 年 ７ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  
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 地 方 公 営 企 業 法 の 財 務 規 定 等 を 適 用 す る 事 業 に 関 す る 財 務 規 則 を

廃 止 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。  

   令 和 ６ 年 ６ 月 25 日  

                 横 浜 市 長  山  中  竹  春  

横 浜 市 規 則 第 63 号  

   地 方 公 営 企 業 法 の 財 務 規 定 等 を 適 用 す る 事 業 に 関 す る 財  

   務 規 則 を 廃 止 す る 規 則  

 地 方 公 営 企 業 法 の 財 務 規 定 等 を 適 用 す る 事 業 に 関 す る 財 務 規 則 （

昭 和 39 年 ３ 月 横 浜 市 規 則 第 34 号 ） は 、 廃 止 す る 。  

   附  則  

 こ の 規 則 は 、 令 和 ６ 年 ７ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  
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 横 浜 市 下 水 道 事 業 公 共 料 金 等 支 出 事 務 の 特 例 に 関 す る 規 則 を 廃 止

す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。  

   令 和 ６ 年 ６ 月 25 日  

                 横 浜 市 長  山  中  竹  春  

横 浜 市 規 則 第 64 号  

   横 浜 市 下 水 道 事 業 公 共 料 金 等 支 出 事 務 の 特 例 に 関 す る 規  

   則 を 廃 止 す る 規 則  

 横 浜 市 下 水 道 事 業 公 共 料 金 等 支 出 事 務 の 特 例 に 関 す る 規 則 （ 平 成

11 年 ３ 月 横 浜 市 規 則 第 24 号 ） は 、 廃 止 す る 。  

   附  則  

 こ の 規 則 は 、 令 和 ６ 年 ７ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  
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告 示  

 

横 浜 市 告 示 第  261 号  

   横 浜 市 財 政 事 情 及 び 公 営 企 業 の 業 務 状 況 の 公 表  

 地 方 自 治 法 （ 昭 和 22 年 法 律 第 67 号 ） 第  243 条 の ３ 第 １ 項 、 横 浜 市

財 政 事 情 の 公 表 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 39 年 ３ 月 横 浜 市 条 例 第 21 号 ） 及

び 横 浜 市 将 来 に わ た る 責 任 あ る 財 政 運 営 の 推 進 に 関 す る 条 例 （ 平 成

26 年 ６ 月 横 浜 市 条 例 第 29 号 ） 並 び に 地 方 公 営 企 業 法 （ 昭 和 27 年 法 律

第  292 号 ） 第 40 条 の ２ 、 横 浜 市 病 院 事 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 （ 昭

和 41 年 12 月 横 浜 市 条 例 第 60 号 ） 、 横 浜 市 下 水 道 事 業 の 設 置 等 に 関 す

る 条 例 （ 昭 和 41 年 12 月 横 浜 市 条 例 第 61 号 ） 、 横 浜 市 埋 立 事 業 の 設 置

等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 41 年 12 月 横 浜 市 条 例 第 62 号 ） 、 横 浜 市 水 道 事

業 及 び 工 業 用 水 道 事 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 41 年 12 月 横 浜 市

条 例 第 64 号 ） 及 び 横 浜 市 交 通 事 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 41 年

12 月 横 浜 市 条 例 第 65 号 ） に 基 づ き 、 横 浜 市 財 政 事 情 及 び 公 営 企 業 の

業 務 状 況 を 別 冊 の と お り 公 表 す る ｡  

   令 和 ６ 年 ６ 月 25 日  

                 横 浜 市 長  山  中  竹  春  
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横 浜 市 告 示 第  262 号  

   横 浜 市 市 税 条 例 に 基 づ く 控 除 対 象 寄 附 金 の 告 示 内 容 の 変  

   更  

 横 浜 市 市 税 条 例 （ 昭 和 25 年 ８ 月 横 浜 市 条 例 第 34 号 ） 第 29 条 の ４ の

３ の 規 定 に よ る 控 除 対 象 寄 附 金 に つ い て 、 そ の 告 示 し た 内 容 に 次 の

と お り 変 更 が あ っ た 。  

   令 和 ６ 年 ６ 月 25 日  

                 横 浜 市 長  山  中  竹  春  

横 浜 市 市 税 条 例 に 基 づ く 控 除 対 象 寄 附 金 の 指 定 （ 令 和 ２ 年 ２ 月 横 浜

市 告 示 第 40 号 ） に よ り 告 示 し た 内 容 の 変 更  

変 更 年 月

日  

法 人 又 は 団 体

の 名 称  

主 た る 事 務 所 又

は 事 業 所 の 所 在

地  

寄 附 金 税 額 控 除 の 対

象 と な る 日 又 は 期 間  

令 和 ６ 年  

４ 月 10 日  

Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 多

文 化 共 生 教 育

ネ ッ ト ワ ー ク

か な が わ  

栄 区 小 菅 ケ 谷 一

丁 目 ２ 番 １ 号  

(新) 平 成 31 年 ３ 月 １ 日

か ら 令 和 11 年 ２ 月 28

日 ま で  

(旧) 平 成 31 年 ３ 月 １ 日

か ら 令 和 ６ 年 ２ 月 29

日 ま で  
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横 浜 市 告 示 第  263 号  

   指 定 公 金 事 務 取 扱 者 の 指 定 及 び 収 納 事 務 の 委 託  

 地 方 自 治 法 （ 昭 和 22 年 法 律 第 67 号 ） 第  243 条 の ２ 第 １ 項 の 規 定 に

よ り 、 次 の と お り 指 定 公 金 事 務 取 扱 者 を 指 定 し 、 収 納 事 務 を 委 託 し

た 。  

   令 和 ６ 年 ６ 月 25 日  

                 横 浜 市 長  山  中  竹  春  

１  指 定 公 金 事 務 取 扱 者 の 名 称  

  社 会 福 祉 法 人 光 友 会  

  理 事 長  五 十 嵐  紀  子  

２  指 定 公 金 事 務 取 扱 者 の 事 務 所 の 所 在 地  

  神 奈 川 県 藤 沢 市 獺 郷  1,008 番 地 の １  

３  指 定 公 金 事 務 取 扱 者 に 委 託 し た 収 納 事 務 に 係 る 歳 入  

  「 障 害 福 祉 の あ ん な い 」 売 払 代 金  

４  指 定 公 金 事 務 取 扱 者 の 指 定 を し た 日  

  令 和 ６ 年 ６ 月 １ 日  

５  収 納 事 務 の 委 託 を し た 日  

  令 和 ６ 年 ６ 月 １ 日  
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横 浜 市 告 示 第  264 号  

   指 定 公 金 事 務 取 扱 者 の 指 定 及 び 収 納 事 務 の 委 託  

 地 方 自 治 法 （ 昭 和 22 年 法 律 第 67 号 ） 第  243 条 の ２ 第 １ 項 の 規 定 に

よ り 、 次 の と お り 指 定 公 金 事 務 取 扱 者 を 指 定 し 、 収 納 事 務 を 委 託 し

た 。  

   令 和 ６ 年 ６ 月 25 日  

                 横 浜 市 長  山  中  竹  春  

１  指 定 公 金 事 務 取 扱 者 の 名 称  

  株 式 会 社 エ ネ ル ギ ー ま ち づ く り 社  

２  指 定 公 金 事 務 取 扱 者 の 住 所 又 は 事 務 所 の 所 在 地  

  東 京 都 港 区 芝 ２ 丁 目 ９ 番 ３ 号  ２ 階  

３  指 定 公 金 事 務 取 扱 者 に 委 託 し た 収 納 事 務 に 係 る 歳 入  

  よ こ は ま 健 康 ・ 省 エ ネ 住 宅 事 業 者 登 録 制 度 に か か る 技 術 講 習 会

テ キ ス ト 売 払 代 金  

４  地 方 自 治 法 第 243 条 の ２ 第 １ 項 の 規 定 に よ る 指 定 を し た 日  

  令 和 ６ 年 ５ 月 ２ 日  

５  収 納 事 務 の 委 託 を し た 日  

  令 和 ６ 年 ５ 月 ７ 日  
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横 浜 市 告 示 第  265 号  

   車 両 制 限 令 第 ３ 条 第 １ 項 第 ２ 号 イ の 規 定 に 基 づ く 道 路 の  

   指 定  

 車 両 制 限 令 （ 昭 和 36 年 政 令 第  265 号 ） 第 ３ 条 第 １ 項 第 ２ 号 イ の 規

定 に 基 づ き 、 通 行 す る 車 両 の 総 重 量 の 最 高 限 度 が 車 両 の 長 さ 及 び 軸

距 に 応 じ 最 大 25 ト ン で あ る 道 路 を 、 次 の と お り 指 定 す る 。  

   令 和 ６ 年 ６ 月 25 日  

                 横 浜 市 長  山  中  竹  春   

１  指 定 す る 道 路 の 路 線 名 及 び 区 間  

路  線  名         区   間         

市 道 宝 町  

第 ８ 号 線  

鶴 見 区 大 黒 町 43 番 の 19 地 先 か ら  

同  区 同  町 同 番 の 13 地 先 ま で  

市 道 山 下 町  

第  160 号 線 の 一 部  

中 区 新 山 下 二 丁 目 ３ 番 の ４ 地 先 か ら  

同 区 新 山 下 一 丁 目 ２ 番 の 14 地 先 ま で     

２  指 定 す る 期 日  

  令 和 ６ 年 ７ 月 １ 日  

 



                     横 浜 市 報  定期第 170 号 令和６年６月25日 

35 

横 浜 市 告 示 第  266 号  

   車 両 制 限 令 第 ３ 条 第 １ 項 第 ３ 号 の 規 定 に 基 づ く 道 路 の 指  

   定 及 び 同 令 第 10 条 第 １ 項 に 定 め る 通 行 方 法 の 告 示  

 車 両 制 限 令 （ 昭 和 36 年 政 令 第  265 号 ） 第 ３ 条 第 １ 項 第 ３ 号 の 規 定

に 基 づ き 、 通 行 す る 車 両 の 高 さ の 最 高 限 度 が  4.1 メ ー ト ル で あ る 道

路 を 次 の と お り 指 定 し 、 併 せ て 同 令 第 10 条 第 １ 項 の 規 定 に 基 づ き 、

当 該 道 路 を 通 行 す る 高 さ が  3.8 メ ー ト ル を 超 え  4.1 メ ー ト ル 以 下 の

車 両 の 通 行 方 法 を 、 次 の と お り 定 め る 。  

   令 和 ６ 年 ６ 月 25 日  

                 横 浜 市 長  山  中  竹  春   

１  指 定 す る 道 路 の 路 線 名 及 び 区 間  

路  線  名         区   間         

市 道 新 吉 田  

第  403 号 線 の 一 部  

港 北 区 北 新 横 浜 二 丁 目  114 番 地 先 か ら  

同  区 小 机 町  3,271 番 の ９ 地 先 ま で  

市 道 長 島 大 竹 線 の

一 部  

港 北 区 新 羽 町  1,131 番 の ４ 地 先 か ら  

同  区 北 新 横 浜 二 丁 目 ８ 番 の 17 地 先 ま で  

市 道 東 方 町  

第  349 号 線 の 一 部  

都 筑 区 川 向 町  2,003 番 の 19 地 先 か ら  

同  区 同  町  943 番 の １ 地 先 ま で  

市 道 東 方 町  

第  355 号 線  

都 筑 区 川 向 町  2,003 番 の 15 地 先 か ら  

同  区 同  町  2,002 番 の ５ 地 先 ま で  

２  指 定 す る 期 日  

  令 和 ６ 年 ７ 月 １ 日  

３  通 行 方 法  

  １ の 道 路 を 通 行 す る 高 さ が  3.8 メ ー ト ル を 超 え  4.1 メ ー ト ル 以  

 下 の 車 両 は 、 次 の 通 行 方 法 に よ ら な け れ ば な ら な い 。  

 (1)  走 行 位 置 の 指 定  

   ト ン ネ ル 等 の 上 空 障 害 箇 所 で は 、 車 両 又 は 車 両 に 積 載 す る 貨

物 が 建 築 限 界 を 侵 す お そ れ が あ る の で 、 車 線 か ら は み 出 さ な い

よ う 走 行 す る と と も に 、 道 路 に 隣 接 す る 施 設 等 に 出 入 り す る た

め や む を 得 ず 車 線 か ら は み 出 す 場 合 は 、 標 識 や 樹 木 等 の 上 空 障

害 物 に 接 触 し な い よ う 十 分 に 注 意 す る こ と 。  

 (2)  後 方 警 戒 措 置  

   後 方 車 両 に 対 し 十 分 な 車 間 距 離 を 取 ら せ 、 交 通 の 危 険 を 防 止

す る た め 、 横 寸 法 0.23 メ ー ト ル 以 上 、 縦 寸 法 0.12 メ ー ト ル 以 上

（ 又 は 、 横 寸 法 0.12 メ ー ト ル 以 上 、 縦 寸 法 0.23 メ ー ト ル 以 上 ）

の 地 が 黒 色 の 板 等 に 黄 色 の 反 射 塗 装 そ の 他 反 射 性 を 有 す る 材 料

で 「 背 高 」 と 表 示 し た 標 識 を 、 車 両 の 後 方 の 見 や す い 箇 所 に 掲

げ る こ と 。  

 (3)  道 路 情 報 の 収 集  

   道 路 の 状 況 は 、 工 事 の 実 施 等 に よ り 変 化 す る こ と が あ る の で  
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、 あ ら か じ め 道 路 情 報 を 収 集 し 、 上 空 障 害 箇 所 の な い こ と を 確  

認 の 上 走 行 す る こ と 。  
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横 浜 市 告 示 第  267 号  

   市 道 路 線 の 認 定  

 道 路 法 （ 昭 和 27 年 法 律 第  180 号 ） 第 ８ 条 の 規 定 に 基 づ き 、 次 の よ

う に 市 道 路 線 を 認 定 す る 。  

 そ の 関 係 図 面 は 、 横 浜 市 道 路 局 道 路 部 路 政 課 に お い て 一 般 の 縦 覧

に 供 す る 。  

   令 和 ６ 年 ６ 月 25 日  

                 横 浜 市 長  山  中  竹  春  

路  線  名  
起           点 

終           点 

北 寺 尾 

第 502 号 線 

鶴見区馬場一丁目 1,152 番の１地先 

同  区同     1,148 番の７地先 

羽 沢 

第 341 号 線 

神奈川区羽沢南三丁目 410 番の 93地先 

同   区同      同  番の 85地先 

羽 沢 

第 342 号 線 

神奈川区羽沢南三丁目 410 番の 128 地先 

同   区同      同  番の 93地先 

羽 沢 

第 343 号 線 

神奈川区羽沢南三丁目 410 番の 128 地先 

同   区同      同  番の 81地先 

西 戸 部 

第 562 号 線 

西区西戸部町１丁目 57番の 57地先 

同区同   町同   同番の 63地先 

西 戸 部 

第 563 号 線 

西区西戸部町１丁目 57番の 50地先 

同区同   町同   同番の６地先 

笹 下 

第 613 号 線 

港南区上大岡西三丁目 685 番の 85地先 

同  区同       同  番の 97地先 

上 星 川 

第 518 号 線 

保土ケ谷区星川三丁目 458 番の５地先 

同    区同     545 番の２地先 

三 ツ 沢 

第 399 号 線 

保土ケ谷区星川二丁目 246 番の 31地先 

同    区同     同  番の 46地先 

三 ツ 沢 

第 400 号 線 

保土ケ谷区星川二丁目 249 番の 14地先 

同    区同     同  番の 29地先 

三 ツ 沢 

第 401 号 線 

保土ケ谷区星川二丁目 161 番の２地先 

同    区同     同  番の６地先 

天 王 町 保土ケ谷区星川一丁目 37番の 16地先 
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第 412 号 線 同    区同     55番の１地先 

高 田 

第 563 号 線 

港北区新吉田東四丁目 3,686 番の１地先 

同  区新吉田町 3,537 番の１地先 

高 田 

第 564 号 線 

港北区新吉田町 3,585 番の３地先 

同  区新吉田東四丁目 3,632 番地先 

新 吉 田 

第 517 号 線 

港北区新吉田町 3,626 番の１地先 

同  区同   町 3,589 番の３地先 

北 八 朔 北 部 

第 397 号 線 

緑区西八朔町 68番の５地先 

同区同   町 54番の 20地先 

美 し が 丘 西 

第 369 号 線 

青葉区元石川町 6,366 番の５地内 

同  区同   町 6,300 番の６地内 

つ つ じ が 丘 

第 430 号 線 

青葉区さつきが丘 24番の 33地先 

同  区同     同番の 29地先 
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横 浜 市 告 示 第  268 号  

   市 道 路 線 の 廃 止  

 道 路 法 （ 昭 和 27 年 法 律 第  180 号 ） 第 10 条 第 １ 項 の 規 定 に 基 づ き 、

次 の よ う に 市 道 路 線 を 廃 止 す る 。  

 そ の 関 係 図 面 は 、 横 浜 市 道 路 局 道 路 部 路 政 課 に お い て 一 般 の 縦 覧

に 供 す る 。  

   令 和 ６ 年 ６ 月 25 日  

                 横 浜 市 長  山  中  竹  春  

路  線  名  
起           点 

終           点 

北 寺 尾 

第 284 号 線 

鶴見区馬場一丁目 1,151 番の６地先 

同  区同     同   番の３地先 

北 寺 尾 

第 289 号 線 

鶴見区馬場一丁目 1,151 番の 13地先 

同  区同     同   番の３地先 

片 倉 

第 66 号 線 

神奈川区三枚町 138 番の５地先 

同   区同  町 140 番の 29地先 

上 星 川 

第 411 号 線 

保土ケ谷区星川三丁目 545 番の１地先 

同    区同     544 番の３地先 

上 星 川 

第 418 号 線 

保土ケ谷区星川三丁目 458 番の１地先 

同    区同     544 番の３地先 

三 ツ 沢 

第 223 号 線 

保土ケ谷区星川二丁目 319 番の５地先 

同    区星川三丁目 451 番の 14地先 

三 ツ 沢 

第 232 号 線 

保土ケ谷区星川三丁目 454 番の６地先 

同    区同     452 番の１地先 

三 ツ 沢 

第 299 号 線 

保土ケ谷区星川二丁目 304 番の１地先 

同    区同     318 番の２地先 

三 ツ 沢 

第 300 号 線 

保土ケ谷区星川二丁目 246 番の 17地先 

同    区同     同  番の 43地先 

三 ツ 沢 

第 301 号 線 

保土ケ谷区星川二丁目 161 番の２地先 

同    区同     168 番の２地先 

天 王 町 

第 ５ 号 線 

保土ケ谷区星川二丁目 161 番の 16地先 

同    区星川一丁目 58番の 17地先 

天 王 町 保土ケ谷区星川一丁目 57番の５地先 
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第 12 号 線 同    区同     37番の 16地先 

天 王 町 

第 90 号 線 

保土ケ谷区星川一丁目 14番の 20地先 

同    区同     同番の 10地先 

天 王 町 

第 93 号 線 

保土ケ谷区神戸町 145 番の１地先 

同    区同  町 134 番地先 

天 王 町 

第 94 号 線 

保土ケ谷区神戸町 167 番の５地先 

同    区同  町 153 番の２地先 

平 潟 

第 32 号 線 

金沢区町屋町 122 番地先 

同  区同  町 165 番の１地先 

高 田 

第 128 号 線 

港北区新吉田町 3,573 番の１地先 

同  区新吉田東四丁目 3,632 番地先 

高 田 

第 392 号 線 

港北区新吉田東三丁目 3,709 番の 17地先 

同  区新吉田東四丁目 3,689 番の７地先 

高 田 

第 455 号 線 

港北区新吉田東四丁目 3,687 番の３地先 

同  区同       3,692 番の 26地先 

高 田 

第 461 号 線 

港北区新吉田東四丁目 3,656 番の２地先 

同  区同       3,692 番の 26地先 

高 田 

第 465 号 線 
港北区新吉田町 3,657 番の２地先 

高 田 

第 466 号 線 

港北区新吉田町 3,594 番の３地先 

同  区同   町 3,597 番の１地先 

新 羽 

第 69 号 線 

港北区新吉田町 3,624 番の２地先 

同  区同   町 3,589 番の３地先 

新 羽 

第 138 号 線 

港北区新吉田町 3,500 番の７地先 

同  区同   町 3,583 番の３地先 

新 吉 田 

第 187 号 線 

港北区大倉山六丁目 2,250 番の１地先 

同  区同      2,258 番の１地先 

新 吉 田 

第 223 号 線 

港北区大倉山六丁目 3,090 番の１地先 

同  区新吉田東七丁目 3,091 番の１地先 

新 吉 田 

第 225 号 線 
港北区新羽町 2,023 番の１地先 
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新 吉 田 

第 226 号 線 

港北区新羽町 7,080 番の２地先 

同  区同  町 7,100 番の３地先 

新 吉 田 

第 227 号 線 

港北区新羽町 2,011 番の１地先 

同  区同  町 7,078 番の１地先 

新 吉 田 

第 228 号 線 

港北区大倉山六丁目 2,241 番の３地先 

同  区同      2,240 番地先 

新 吉 田 

第 234 号 線 

港北区大倉山六丁目 2,241 番の３地先 

同  区同      2,237 番地先 

新 吉 田 

第 235 号 線 

港北区大倉山六丁目 2,235 番の２地先 

同  区同      2,237 番地先 

新 吉 田 

第 240 号 線 

港北区大倉山六丁目 3,088 番の２地先 

同  区同      3,084 番の１地先 

新 吉 田 

第 242 号 線 

港北区大倉山六丁目 3,087 番の１地先 

同  区同      3,006 番地先 

新 吉 田 

第 243 号 線 

港北区大倉山六丁目 3,006 番地先 

同  区同      3,002 番の２地先 

新 吉 田 

第 324 号 線 

港北区大倉山六丁目 3,008 番地先 

同  区同      2,994 番の２地先 

つ つ じ が 丘 

第 348 号 線 

緑区西八朔町 68番の５地先 

同区同   町 54番の 20地先 

つ つ じ が 丘 

第 382 号 線 
緑区十日市場町 510 番の１地先 

つ つ じ が 丘 

第 384 号 線 

緑区十日市場町 508 番の４地先 

同区いぶき野 29番の８地先 

北 八 朔 北 部 

第 239 号 線 

青葉区さつきが丘 24番の 33地先 

同  区同     同番の 29地先 

名 瀬 

第 111 号 線 

戸塚区名瀬町 2,508 番の 18地先 

同  区同  町同   番の 14地先 

平 戸 

第 １ 号 線 

戸塚区川上町 560 番の 14地先 

同  区同  町 563 番の１地先 

汲 沢 戸塚区汲沢三丁目 1,719 番の１地先 
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第 192 号 線  

岡 津 

第 518 号 線 

泉区岡津町 1,010 番の４地先 

同区同  町 974 番の 14地先 
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横 浜 市 告 示 第  269 号  

   市 道 区 域 の 決 定 及 び 供 用 の 開 始  

 道 路 法 （ 昭 和 27 年 法 律 第  180 号 ） 第 18 条 の 規 定 に 基 づ き 、 次 の よ

う に 道 路 の 区 域 を 決 定 し 、 及 び そ の 供 用 を 開 始 す る 。  

 そ の 関 係 図 面 は 、 横 浜 市 道 路 局 道 路 部 路 政 課 に お い て 一 般 の 縦 覧

に 供 す る 。  

   令 和 ６ 年 ６ 月 25 日  

                 横 浜 市 長  山  中  竹  春  

１  道 路 区 域 の 決 定 及 び 供 用 開 始 の 期 日  

  令 和 ６ 年 ６ 月 25 日  

２  路 線 名 及 び 道 路 の 区 域  

路 線 名 区 間  幅 員  延 長 

 

北寺尾 

第 502 号線 

 

鶴見区馬場一丁目 1,152 番の１地先から 

同 区同    1,148 番の７地先まで 

    m  

 

  7.00  

 

    m  

 

 33.05  

 

羽沢 

第 341 号線 

神奈川区羽沢南三丁目 410 番の93地先から 

同  区同     同 番の85地先まで 

  6.27  

ないし 

 10.18  

 

 81.63  

 

羽沢 

第 342 号線 

神奈川区羽沢南三丁目 410 番の 128 地先から 

同  区同     同 番の93地先まで 

  4.50  

ないし 

  8.14  

 

 47.78  

 

羽沢 

第 343 号線 

神奈川区羽沢南三丁目 410 番の 128 地先から 

同  区同     同 番の81地先まで 

  4.87  

ないし 

  5.34  

 

 63.00  

 

西戸部 

第 562 号線 

西区西戸部町１丁目57番の57地先から 

同区同  町同  同番の63地先まで 

  1.85  

ないし 

  3.29  

 

 57.15  

 

西戸部 

第 563 号線 

西区西戸部町１丁目57番の50地先から 

同区同  町同  同番の６地先まで 

  8.05  

ないし 

  8.63  

 

 43.37  

 

笹下 

第 613 号線 

港南区上大岡西三丁目 685 番の85地先から 

同 区同      同 番の97地先まで 

  4.00  

ないし 

  4.45  

 

 90.67  

 

上星川 

第 518 号線 

保土ケ谷区星川三丁目 458 番の５地先から 

同   区同    545 番の２地先まで 

  4.94  

ないし 

  4.97  

 

 22.08  

 

三ツ沢 

第 399 号線 

保土ケ谷区星川二丁目 246 番の31地先から 

同   区同    同 番の46地先まで 

 13.51  

ないし 

 14.07  

 

127.27  
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三ツ沢 

第 400 号線 

保土ケ谷区星川二丁目 249 番の14地先から 

同   区同    同 番の29地先まで 

  2.00  

ないし 

  8.75  

 

 75.38  

 

三ツ沢 

第 401 号線 

保土ケ谷区星川二丁目 161 番の２地先から 

同   区同    同 番の６地先まで 

 14.41  

ないし 

 15.63  

 

 62.76  

 

天王町 

第 412 号線 

保土ケ谷区星川一丁目37番の16地先から 

同   区同    55番の１地先まで 

  8.21  

ないし 

 10.31  

 

147.06  

 

高田 

第 563 号線 

港北区新吉田東四丁目 3,686 番の１地先から 

同 区新吉田町 3,537 番の１地先まで 

  6.56  

ないし 

 15.49  

 

 95.26  

 

高田 

第 564 号線 

港北区新吉田町 3,585 番の３地先から 

同 区新吉田東四丁目 3,632 番地先まで 

  3.52  

ないし 

  7.21  

 

124.39  

 

新吉田 

第 517 号線 

港北区新吉田町 3,626 番の１地先から 

同 区同  町 3,589 番の３地先まで 

  1.82  

ないし 

  2.92  

 

 49.13  

 

北八朔北部 

第 397 号線 

緑区西八朔町68番の５地先から 

同区同  町54番の20地先まで 

  1.80  

ないし 

  3.83  

 

182.65  

 

つつじが丘 

第 430 号線 

青葉区さつきが丘24番の33地先から 

同 区同    同番の29地先まで 

  5.00  

ないし 

  5.03  

 

 52.06  
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横 浜 市 告 示 第  270 号  

   市 道 区 域 の 決 定  

 道 路 法 （ 昭 和 27 年 法 律 第  180 号 ） 第 18 条 の 規 定 に 基 づ き 、 次 の よ

う に 道 路 の 区 域 を 決 定 す る 。  

 そ の 関 係 図 面 は 、 横 浜 市 道 路 局 道 路 部 路 政 課 に お い て 一 般 の 縦 覧

に 供 す る 。  

   令 和 ６ 年 ６ 月 25 日  

                 横 浜 市 長  山  中  竹  春  

１  道 路 区 域 の 決 定 の 期 日  

  令 和 ６ 年 ６ 月 25 日  

２  路 線 名 及 び 道 路 の 区 域  

路 線 名 区 間  幅 員  延 長 

 

美しが丘西 

第 369 号線 

 

青葉区元石川町 6,366 番の５地内から 

同 区同  町 6,300 番の６地内まで 

    m  

 

 22.00  

 

    m  

 

353.00  
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横 浜 市 告 示 第  271 号  

   市 道 区 域 の 供 用 の 開 始  

 道 路 法 （ 昭 和 27 年 法 律 第  180 号 ） 第 18 条 の 規 定 に 基 づ き 、 次 の よ

う に 道 路 の 区 域 の 供 用 を 開 始 す る 。  

 そ の 関 係 図 面 は 、 横 浜 市 道 路 局 道 路 部 路 政 課 に お い て 一 般 の 縦 覧

に 供 す る 。  

   令 和 ６ 年 ６ 月 25 日  

                 横 浜 市 長  山  中  竹  春  

１  道 路 区 域 の 供 用 開 始 の 期 日  

  令 和 ６ 年 ６ 月 25 日  

２  路 線 名 及 び 道 路 の 区 域  

路 線 名 区 間  幅 員  延 長 

 

三ツ沢 

第 224 号線 

 

保土ケ谷区星川二丁目 322 番の12地先から 

同   区星川三丁目 451 番の10地先まで 

    m  

 

  4.50  

 

    m  

 

 10.71  
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横 浜 市 告 示 第  272 号  

   県 道 区 域 の 変 更  

 道 路 法 （ 昭 和 27 年 法 律 第  180 号 ） 第 18 条 の 規 定 に 基 づ き 、 次 の よ

う に 道 路 の 区 域 を 変 更 す る 。  

 そ の 関 係 図 面 は 、 横 浜 市 道 路 局 道 路 部 路 政 課 に お い て 一 般 の 縦 覧

に 供 す る 。  

   令 和 ６ 年 ６ 月 25 日  

                 横 浜 市 長  山  中  竹  春  

１  道 路 区 域 の 変 更 の 期 日  

  令 和 ６ 年 ６ 月 25 日  

２  路 線 名 及 び 道 路 の 区 域  

路 線 名 

旧

・

新 

の 

別 

区 間  幅 員  延 長 

       m      m  

東京大師横

浜 

旧 
鶴見区生麦三丁目 555 番の５地先から 

同 区同    同 番の71地先まで 

 28.98 

ないし 

 30.86 

 

 28.63 

 

新  同 

 26.79 

ないし 

 28.91 

 

 同 
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横 浜 市 告 示 第  273 号  

   市 道 区 域 の 変 更 及 び 供 用 の 開 始  

 道 路 法 （ 昭 和 27 年 法 律 第  180 号 ） 第 18 条 の 規 定 に 基 づ き 、 次 の よ

う に 道 路 の 区 域 を 変 更 し 、 及 び そ の 供 用 を 開 始 す る 。  

 そ の 関 係 図 面 は 、 横 浜 市 道 路 局 道 路 部 路 政 課 に お い て 一 般 の 縦 覧

に 供 す る 。  

   令 和 ６ 年 ６ 月 25 日  

                 横 浜 市 長  山  中  竹  春  

１  道 路 区 域 の 変 更 及 び 供 用 開 始 の 期 日  

  令 和 ６ 年 ６ 月 25 日  

２  路 線 名 及 び 道 路 の 区 域  

路 線 名 

旧

・

新 

の 

別 

区 間  幅 員  延 長 

       m      m  

末吉橋 

第１号線 

旧 
鶴見区矢向六丁目34番の５地先から 

同 区同    ５番の１地先まで 

  8.12 

ないし 

 10.64 

 

 93.74 

 

新  同  同 

 

 同 

 

北寺尾 

第 276 号線 

旧 
鶴見区馬場一丁目 1,151 番の４地先から 

同 区同    1,478 番の１地先まで 

  1.83 

ないし 

  3.21 

 

127.73 

 

新  同 

  3.22 

ないし 

  4.60 

 

 同 

 

北寺尾 

第 279 号線 

旧 
鶴見区馬場一丁目 1,497 番の13地先から 

同 区同    1,478 番の９地先まで 

  1.88 

ないし 

  1.93 

 

 97.04 

 

新 
鶴見区馬場一丁目 1,497 番の13地先から 

同 区同    1,478 番の１地先まで 

  3.20 

ないし 

  4.66 

 

 93.57 

 

 

旧 
鶴見区馬場一丁目 1,151 番地先から 

同 区同    1,482 番の１地先まで 

  3.61 

ないし 

  3.66 

 

 54.38 

 

 

新 

 

 同 

  4.05 

ないし 

 

 同  
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北寺尾 

第 282 号線 

 

 

 

 

 

    4.52  

旧 
鶴見区馬場一丁目 1,478 番の１地先から 

同 区同    1,496 番の１地先まで 

  3.62 

ないし 

  3.65 

 

 51.92 

 

新  同 

  4.07 

ないし 

  4.11 

 

 同 

 

東本郷 

第 343 号線 

旧 
神奈川区菅田町 358 番の18地先から 

同  区同 町 353 番の７地先まで 

  1.83 

ないし 

  1.95 

 

 43.53 

 

新  同 

  4.12 

ないし 

  6.75 

 

 同 

 

片倉 

第 310 号線 

旧 
神奈川区神大寺四丁目 395 番の１地先から 

同  区同     396 番地先まで 

  3.69 

ないし 

  3.70 

 

 10.43 

 

新  同 

  4.56 

ないし 

  4.57 

 

 同 

 

羽沢 

第 110 号線 

旧 
神奈川区羽沢南三丁目 410 番の93地先から 

保土ケ谷区東川島町65番の18地先まで 

  3.62 

ないし 

  4.05 

 

 30.43 

 

新  同 

  8.12 

ないし 

  8.48 

 

 同 

 

羽沢 

第 233 号線 

旧 
神奈川区羽沢南三丁目 385 番の39地先から 

同  区同     410 番の85地先まで 

  2.80 

ないし 

  2.89 

 

 44.01 

 

新  同 

  6.22 

ないし 

 19.01 

 

 同 

 

高島台 

第 292 号線 

旧 
西区みなとみらい四丁目 101 番の１地先から 

同区みなとみらい五丁目１番の７地先まで 

 40.97 

ないし 

 51.20 

 

 11.36 

 

新  同 

 40.71 

ないし 

 50.80 

 

 同 

 

 

 

保土ケ谷 

旧 
西区境之谷98番の31地先から 

同区同  99番の３地先まで 

  1.75 

ないし 

  2.00 

 

 27.87 
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第52号線 

 

 

新  同 

  3.64 

ないし 

  3.75 

 

 同 

 

保土ケ谷 

第 566 号線 

旧 
西区境之谷98番の８地先から 

同区同  87番の52地先まで 

  3.19 

ないし 

  3.66 

 

 22.80 

 

新  同 

  4.84 

ないし 

  4.85 

 

 同 

 

六ツ川 

第 102 号線 

旧 南区永田山王台 899 番の２地先 

  4.37 

ないし 

  4.41 

 

  7.92 

 

新  同 

  4.88 

ないし 

  4.90 

 

 同 

 

旧 
南区永田山王台 899 番の２地先から 

同区同    930 番の８地先まで 

  2.30 

ないし 

  2.49 

 

 21.69 

 

新  同 

  3.41 

ないし 

  3.48 

 

 同 

 

蒔田 

第 114 号線 

旧 
南区平楽22番地先から 

同区同 ４番の11地先まで 

  2.78 

ないし 

  2.79 

 

 13.56 

 

新  同 

 

  3.39 

 

 

 同 

 

蒔田 

第 118 号線 

旧 
南区平楽22番の12地先から 

同区同 同番地先まで 

 

  2.72 

 

 

 22.82 

 

新  同 

  3.36 

ないし 

  3.38 

 

 同 

 

笹下 

第 103 号線 

旧 
港南区笹下一丁目 324 番の23地先から 

同 区上大岡西三丁目 685 番の48地先まで 

  2.53 

ないし 

  2.55 

 

 21.86 

 

新  同 

  2.53 

ないし 

  3.29 

 

 同 
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羽沢 

第１号線 

旧 
保土ケ谷区上菅田町 478 番の７地先から 

同   区同  町 527 番地先まで 

  3.70 

ないし 

  3.74 

 

 14.73 

 

新  同 

  4.50 

ないし 

  4.51 

 

 同 

 

上星川 

第52号線 

旧 
保土ケ谷区峰岡町３丁目 384 番の47地先から 

同   区常盤台 116 番の１地先まで 

  3.94 

ないし 

  3.95 

 

 90.72 

 

新  同 

  6.07 

ないし 

  6.22 

 

 同 

 

上星川 

第 411 号線 

旧 
保土ケ谷区星川三丁目 545 番の７地先から 

同   区同    544 番の１地先まで 

 

  2.71 

 

 

 23.57 

 

新  同 

 

  3.35 

 

 

 同 

 

上星川 

第 414 号線 

旧 
保土ケ谷区星川三丁目 523 番の２地先から 

同   区同    550 番の４地先まで 

 

  6.00 

 

 

192.43 

 

新  同 

  6.00 

ないし 

  8.78 

 

 同 

 

上星川 

第 415 号線 

旧 
保土ケ谷区星川三丁目 485 番の２地先から 

同   区同    490 番の２地先まで 

  2.14 

ないし 

  2.23 

 

 10.94 

 

新  同 

  2.71 

ないし 

  2.78 

 

 同 

 

上星川 

第 517 号線 

旧 
保土ケ谷区星川三丁目 513 番の１地先から 

同   区同    523 番の２地先まで 

  2.17 

ないし 

  2.29 

 

 22.43 

 

新  同 

  2.29 

ないし 

  2.84 

 

 同 

 

 

 

三ツ沢 

旧 
保土ケ谷区星川三丁目 452 番の18地先から 

同   区星川二丁目 304 番の１地先まで 

 

  6.00 

 

 

119.40 
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第 221 号線 

 

 

新  同 

 

 同 

 

 

 同 

 

三ツ沢 

第 222 号線 

旧 
保土ケ谷区星川三丁目 463 番の１地先から 

同   区星川二丁目 450 番の１地先まで 

 12.02 

ないし 

 16.10 

 

 72.49 

 

新  同 

 12.60 

ないし 

 16.02 

 

 同 

 

三ツ沢 

第 232 号線 

旧 
保土ケ谷区星川三丁目 550 番の４地先から 

同   区同    452 番の19地先まで 

  1.79 

ないし 

 16.35 

 

 93.24 

 

新  同 

 13.09 

ないし 

 16.37 

 

 同 

 

三ツ沢 

第 306 号線 

旧 
保土ケ谷区星川二丁目 249 番の32地先から 

同   区同    161 番の２地先まで 

  7.24 

ないし 

  7.29 

 

 43.38 

 

新  同 

  7.27 

ないし 

 13.00 

 

 同 

 

三ツ沢 

第 308 号線 

旧 
保土ケ谷区星川二丁目 161 番の６地先から 

同   区神戸町 196 番の１地先まで 

 12.00 

ないし 

 68.00 

 

544.91 

 

新  同 

 12.00 

ないし 

 67.94 

 

 同 

 

三ツ沢 

第 391 号線 

旧 
保土ケ谷区鎌谷町 299 番の76地先から 

同   区同 町同 番の５地先まで 

 

  6.00 

 

 

 33.34 

 

新  同 

  6.00 

ないし 

  6.04 

 

 同 

 

天王町 

第12号線 

旧 
保土ケ谷区星川一丁目58番の１地先から 

同   区同    15番の１地先まで 

  3.70 

ないし 

  8.15 

 

 73.54 

 

新  同 

  9.62 

ないし 

 12.00 

 

 同 
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天王町 

第24号線 

旧 
保土ケ谷区神戸町 145 番の３地先から 

同   区同 町 134 番地先まで 

 12.12 

ないし 

 17.21 

 

169.90 

 

新  同 

 16.79 

ないし 

 19.40 

 

 同 

 

天王町 

第97号線 

旧 
保土ケ谷区天王町２丁目44番の１地先から 

同   区同 町同  45番の26地先まで 

  7.58 

ないし 

  7.77 

 

 30.67 

 

新  同 

  7.77 

ないし 

 16.00 

 

 同 

 

天王町 

第 408 号線 

旧 
保土ケ谷区天王町２丁目44番の58地先から 

同   区同 町同  同番の１地先まで 

 

  9.51 

 

 

 14.44 

 

新  同 

 

 同 

 

 

 12.59 

 

鶴ケ峰天王

町線 

旧 
保土ケ谷区星川三丁目 461 番の１地先から 

同   区星川二丁目 304 番の１地先まで 

  7.94 

ないし 

 25.12 

 

291.95 

 

新  同 

 13.45 

ないし 

 24.09 

 

 同 

 

今宿 

第 435 号線 

旧 
旭区四季美台 103 番の１地先から 

同区今川町40番の２地先まで 

  3.06 

ないし 

  3.38 

 

 27.10 

 

新  同 

  4.50 

ないし 

  4.52 

 

 同 

 

今宿 

第 479 号線 

旧 
旭区今川町５番の５地先から 

同区四季美台29番の40地先まで 

  2.27 

ないし 

  3.25 

 

 22.70 

 

新  同 

  3.45 

ないし 

  4.66 

 

 同 

 

 

 

東希望が丘 

旧 
旭区東希望が丘83番の５地先から 

同区同    90番の４地先まで 

 

  5.97 

 

 

  2.99 
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第 378 号線 

 

 

新  同 

 

 同 

 

 

 同 

 

川島町 

第 197 号線 

旧 
旭区小高町60番の１地先から 

同区同 町56番の１地先まで 

  2.49 

ないし 

  2.59 

 

 65.96 

 

新  同 

  3.50 

ないし 

  3.55 

 

 同 

 

川島町 

第 254 号線 

旧 
旭区小高町55番の４地先から 

同区同 町同番の３地先まで 

 

  4.54 

 

 

  1.11 

 

新  同 

 

 同 

 

 

 同 

 

平潟 

第15号線 

旧 
金沢区町屋町 163 番の３地先から 

同 区同 町 165 番の１地先まで 

  5.22 

ないし 

  5.73 

 

113.37 

 

新  同 

  6.66 

ないし 

  7.22 

 

 同 

 

大棚 

第 335 号線 

旧 
港北区新吉田町 3,505 番の１地先から 

同 区同  町 3,534 番の３地先まで 

  5.28 

ないし 

  5.57 

 

 69.47 

 

新  同 

  6.49 

ないし 

  6.78 

 

 同 

 

高田 

第 128 号線 

旧 
港北区新吉田町 3,538 番地先から 

同 区新吉田東三丁目 3,697 番の１地先まで 

  4.23 

ないし 

  4.68 

 

 12.59 

 

新  同 

 

  6.25 

 

 

 同 

 

高田 

第 454 号線 

旧 
港北区新吉田東三丁目 3,709 番の４地先から 

同 区新吉田町 3,621 番の１地先まで 

 22.00 

ないし 

 42.14 

 

342.85 

 

新  同 

 22.00 

ないし 

 42.15 

 

362.98 
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高田 

第 559 号線 

旧 
港北区新吉田町 3,533 番の３地先から 

同 区新吉田東三丁目 3,697 番の１地先まで 

  9.00 

ないし 

 10.26 

 

126.65 

 

新  同 

  9.01 

ないし 

 14.08 

 

128.76 

 

新羽 

第 138 号線 

旧 
港北区新吉田町 3,500 番の４地先から 

同 区同  町 3,583 番の１地先まで 

  7.53 

ないし 

  7.66 

 

  8.23 

 

新  同 

  7.60 

ないし 

  8.87 

 

 同 

 

新羽 

第 287 号線 

旧 
港北区新吉田東八丁目 2,547 番の１地先から 

同 区新吉田町 3,621 番の１地先まで 

  8.30 

ないし 

  9.60 

 

 43.83 

 

新  同 

  9.70 

ないし 

 11.00 

 

 同 

 

大倉山 

第 179 号線 

旧 
港北区大倉山一丁目77番の２地先から 

同 区同     372 番の６地先まで 

  3.61 

ないし 

  6.08 

 

 43.27 

 

新  同 

  3.80 

ないし 

  4.28 

 

 同 

 

大倉山 

第 209 号線 

旧 
港北区大倉山四丁目 1,509 番の１地先から 

同 区同     1,550 番地先まで 

  3.08 

ないし 

  3.09 

 

 11.35 

 

新  同 

  5.12 

ないし 

  5.13 

 

 同 

 

北八朔南部 

第 274 号線 

旧 
緑区三保町 1,924 番の５地先から 

同区同 町 2,029 番の１地先まで 

  1.68 

ないし 

  2.17 

 

 49.88 

 

新  同 

  3.12 

ないし 

  3.24 

 

 同 

 

 

 

中山 

旧 
緑区寺山町 360 番の１地先から 

同区同 町 181 番地先まで 

  3.20 

ないし 

  3.42 

 

 21.81 

 
 



                     横 浜 市 報  定期第 170 号 令和６年６月25日 

56 

第 142 号線 

 

 

新  同 

  3.84 

ないし 

  4.02 

 

 同 

 

鴨居 

第46号線 

旧 
緑区寺山町 910 番の48地先から 

同区同 町 917 番の２地先まで 

 

 10.90 

 

 

  2.94 

 

新  同 

 

 同 

 

 

 同 

 

鴨居 

第 357 号線 

旧 
緑区鴨居六丁目 1,925 番の５地先から 

同区鴨居七丁目 2,182 番の２地先まで 

 10.19 

ないし 

 12.14 

 

 47.17 

 

新  同 

  9.83 

ないし 

 13.10 

 

 同 

 

東本郷 

第 230 号線 

旧 
緑区鴨居三丁目 656 番の67地先から 

同区同    765 番の４地先まで 

  2.83 

ないし 

  4.55 

 

 62.21 

 

新  同 

  3.68 

ないし 

  5.51 

 

 同 

 

茅ケ崎 

第 303 号線 

旧 
都筑区池辺町 2,157 番の４地先から 

同 区同 町 2,075 番の１地先まで 

 

  2.75 

 

 

 25.25 

 

新  同 

  5.75 

ないし 

 10.85 

 

 同 

 

平戸 

第 425 号線 

旧 
戸塚区上柏尾町 215 番の２地先から 

同 区同  町 179 番の51地先まで 

  4.09 

ないし 

  4.16 

 

 32.22 

 

新  同 

  5.51 

ないし 

  5.52 

 

 同 

 

俣野 

第 169 号線 

旧 
戸塚区深谷町 1,232 番の１地先から 

同 区同 町 1,219 番の23地先まで 

 

  7.44 

 

 

  3.59 

 

新  同 

 

 同 

 

 

 同 
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俣野 

第 230 号線 

旧 
戸塚区深谷町 1,219 番の10地先から 

同 区同 町同  番の16地先まで 

  4.74 

ないし 

  5.51 

 

 10.58 

 

新  同 

  5.51 

ないし 

  5.53 

 

 同 

 

俣野 

第 235 号線 

旧 戸塚区深谷町 1,219 番の22地先 

  5.08 

ないし 

  5.68 

 

  5.40 

 

新  同 

  5.53 

ないし 

  6.07 

 

 同 

 

中田 

第41号線 

旧 
泉区中田東四丁目 3,257 番の１地先から 

同区同     同  番の14地先まで 

  2.54 

ないし 

  3.04 

 

 16.48 

 

新  同 

  3.53 

ないし 

  5.62 

 

 同 

 

橋戸 

第 176 号線 

旧 
瀬谷区北新17番の 100 地先から 

同 区同 21番の84地先まで 

  2.61 

ないし 

  2.87 

 

 75.21 

 

新 
瀬谷区北新17番の 100 地先から 

同 区同 21番の18地先まで 

  3.67 

ないし 

  5.50 

 

 71.82 

 

北新 

第１号線 

旧 
瀬谷区北新31番の15地先から 

同 区同 21番の88地先まで 

  2.71 

ないし 

  2.98 

 

 58.66 

 

新  同 

  5.50 

ないし 

  5.66 

 

 同 
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横 浜 市 告 示 第  274 号  

   市 道 区 域 の 変 更  

 道 路 法 （ 昭 和 27 年 法 律 第  180 号 ） 第 18 条 の 規 定 に 基 づ き 、 次 の よ

う に 道 路 の 区 域 を 変 更 す る 。  

 そ の 関 係 図 面 は 、 横 浜 市 道 路 局 道 路 部 路 政 課 に お い て 一 般 の 縦 覧

に 供 す る 。  

   令 和 ６ 年 ６ 月 25 日  

                 横 浜 市 長  山  中  竹  春  

１  道 路 区 域 の 変 更 の 期 日  

  令 和 ６ 年 ６ 月 25 日  

２  路 線 名 及 び 道 路 の 区 域  

路 線 名 

旧

・

新 

の 

別 

区 間  幅 員  延 長 

    m  m 

岸谷生麦線 

旧 
鶴見区生麦三丁目 550 番の１地先から 

同 区同    544 番の89地先まで 

 54.09 

ないし 

 66.80 

 

 69.40 

 

新  同 

 28.89 

ないし 

 54.09 

 

 同 

 

狩場町 

第 355 号線 

旧 
南区六ツ川三丁目62番の５地先から 

同区同     13番の６地先まで 

 11.28 

ないし 

 11.79 

 

 30.07 

 

新  同 

  8.00 

ないし 

  8.07 

 

 同 

 

大棚 

第 335 号線 

旧 
港北区新吉田町 3,657 番地先から 

同 区同  町 3,536 番の２地先まで 

 

  6.59 

 

 

 11.18 

 

新  同 

 

 同 

 

 

 10.10 

 

 

新羽 

第72号線 

旧 
港北区新吉田町 3,616 番の４地先から 

同 区同  町同  番の１地先まで 

 

  4.53 

 

 

  6.78 

 

 

新 

 

 同 

 

 同 

 

  5.51 
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新石川 

第56号線 

旧 
青葉区元石川町 3,541 番の５地先から 

同 区同  町 3,712 番の６地先まで 

 11.80 

ないし 

 24.10 

 

260.00 

 

新 

 同  同  同 

 同 

  9.70 

ないし 

 43.80 

 

2,473.00 
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横 浜 市 告 示 第  275 号  

   指 定 公 金 事 務 取 扱 者 の 指 定 及 び 徴 収 事 務 の 委 託  

 地 方 自 治 法 （ 昭 和 22 年 法 律 第 67 号 ） 第  243 条 の ２ 第 １ 項 の 規 定 に

よ り 、 次 の と お り 指 定 公 金 事 務 取 扱 者 を 指 定 し 、 青 葉 区 制 30 周 年 記

念 『 よ こ は ま 青 葉 の 歴 史 を 歩 く ～ ７ つ の 探 訪 コ ー ス ～ 』 売 払 代 金 の

収 納 事 務 を 次 の と お り 委 託 し た 。  

   令 和 ６ 年 ６ 月 25 日  

                 横 浜 市 長  山  中  竹  春  

指 定 公 金 事

務 取 扱 者 の

名 称  

指 定 公 金 事 務

取 扱 者 の 住 所

又 は 事 務 所 の

所 在 地  

委 託 し た 収 納 事

務 に 係 る 歳 入  

地 方 自 治

法 第  243  

条 の ２ 第

１ 項 の 規

定 に よ る

指 定 を し

た 日  

収 納 事 務

の 委 託 を

し た 日  

一 般 財 団 法

人 横 浜 市 ひ

と り 親 家 庭

福 祉 会  

神 奈 川 区 立 町

14 番 地 の ３  

青 葉 区 制 30 周 年

記 念 『 よ こ は ま

青 葉 の 歴 史 を 歩

く ～ ７ つ の 探 訪

コ ー ス ～ 』 売 払

代 金  

令 和 ６ 年

６ 月 ３ 日  

令 和 ６ 年

６ 月 ３ 日  

株 式 会 社 有

隣 堂  

中 区 伊 勢 佐 木

町 １ 丁 目 ４ 番

地 １  

青 葉 区 制 30 周 年

記 念 『 よ こ は ま

青 葉 の 歴 史 を 歩

く ～ ７ つ の 探 訪

コ ー ス ～ 』 売 払

代 金  

令 和 ６ 年

６ 月 ３ 日  

令 和 ６ 年

６ 月 ３ 日  
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公 告  

 

横 浜 市 公 告 第  334 号  

   公 園 の 区 域 の 変 更  

 横 浜 市 公 園 条 例 （ 昭 和 33 年 ３ 月 横 浜 市 条 例 第 11 号 ） 第 ３ 条 第 １ 項

の 規 定 に 基 づ き 、 次 の と お り 公 園 の 区 域 を 変 更 す る 。  

 そ の 関 係 図 面 は 、 横 浜 市 み ど り 環 境 局 公 園 緑 地 部 公 園 緑 地 管 理 課

に お い て 一 般 の 縦 覧 に 供 す る 。  

   令 和 ６ 年 ６ 月 25 日  

                 横 浜 市 長  山  中  竹  春  

公 園 の 名 称   位  置  変 更 に 係

る 区 域  

面    積  変 更 年 月

日  新 旧 

日 野 中 央 公

園  

港 南 区 日 野

中 央 二 丁 目

２  

別 図 の と

お り  

 54,228 ㎡   54,221 ㎡  令 和 ６ 年  

６ 月 25 日  

小 柴 自 然 公

園  

金 沢 区 長 浜  

 116 番 の ２  

別 図 の と

お り  

 117,732 ㎡   116,443 ㎡  令 和 ６ 年  

７ 月 １ 日  

 別 図 （ 省 略 ）  
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横 浜 市 公 告 第  335 号  

   土 壌 汚 染 対 策 法 に 基 づ く 形 質 変 更 時 要 届 出 区 域 の 指 定  

 土 壌 汚 染 対 策 法 （ 平 成 14 年 法 律 第 53 号 ） 第 11 条 第 １ 項 の 規 定 に 基

づ き 、 次 の 土 地 の 区 域 を 特 定 有 害 物 質 に よ っ て 汚 染 さ れ て お り 、 当

該 土 地 の 形 質 の 変 更 を し よ う と す る と き の 届 出 を し な け れ ば な ら な

い 区 域 と し て 指 定 す る 。  

   令 和 ６ 年 ６ 月 25 日  

                 横 浜 市 長  山  中  竹  春   

１  形 質 変 更 時 要 届 出 区 域 の 所 在 地  

  磯 子 区 新 磯 子 町 27 番 の 14 の 一 部  

２  土 壌 溶 出 量 基 準 に 適 合 し て い な い 特 定 有 害 物 質 の 種 類  

  六 価 ク ロ ム 化 合 物 、 ふ っ 素 及 び そ の 化 合 物  
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横 浜 市 公 告 第  336 号  

   土 壌 汚 染 対 策 法 に 基 づ く 形 質 変 更 時 要 届 出 区 域 の 指 定  

 土 壌 汚 染 対 策 法 （ 平 成 14 年 法 律 第 53 号 ） 第 11 条 第 １ 項 の 規 定 に 基

づ き 、 次 の 土 地 の 区 域 を 特 定 有 害 物 質 に よ っ て 汚 染 さ れ て お り 、 当

該 土 地 の 形 質 の 変 更 を し よ う と す る と き の 届 出 を し な け れ ば な ら な

い 区 域 と し て 指 定 す る 。  

   令 和 ６ 年 ６ 月 25 日  

                 横 浜 市 長  山  中  竹  春   

１  形 質 変 更 時 要 届 出 区 域 の 所 在 地  

  磯 子 区 新 杉 田 町 ８ 番 の １ の 一 部  

２  土 壌 溶 出 量 基 準 に 適 合 し て い な い 特 定 有 害 物 質 の 種 類  

  ふ っ 素 及 び そ の 化 合 物  
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横 浜 市 公 告 第  337 号  

   土 壌 汚 染 対 策 法 に 基 づ く 形 質 変 更 時 要 届 出 区 域 の 指 定 の  

   一 部 の 解 除  

 土 壌 汚 染 対 策 法 （ 平 成 14 年 法 律 第 53 号 ） 第 11 条 第 ２ 項 の 規 定 に 基

づ き 、 土 壌 汚 染 対 策 法 に 基 づ く 形 質 変 更 時 要 届 出 区 域 の 指 定 （ 令 和

５ 年 10 月 横 浜 市 公 告 第  604 号 ） に よ り 指 定 し た 区 域 の 一 部 の 指 定 を

解 除 す る 。  

   令 和 ６ 年 ６ 月 25 日  

                 横 浜 市 長  山  中  竹  春  

１  解 除 す る 形 質 変 更 時 要 届 出 区 域 の 所 在 地  

  神 奈 川 区 栗 田 谷 22 番 の ２ の 一 部  

２  土 壌 溶 出 量 基 準 に 適 合 し て い な か っ た 特 定 有 害 物 質 の 種 類  

  カ ド ミ ウ ム 及 び そ の 化 合 物  

３  講 じ ら れ た 汚 染 の 除 去 等 の 措 置  

  基 準 不 適 合 土 壌 の 掘 削 に よ る 除 去  
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横 浜 市 公 告 第  338 号  

   排 水 設 備 指 定 工 事 店 の 指 定 の 取 消 し  

 横 浜 市 排 水 設 備 指 定 工 事 店 規 則 （ 平 成 11 年 １ 月 横 浜 市 規 則 第 １ 号

） 第 ９ 条 第 １ 項 の 規 定 に 基 づ き 、 次 の 排 水 設 備 指 定 工 事 店 の 指 定 を

取 り 消 し た 。  

   令 和 ６ 年 ６ 月 25 日  

                 横 浜 市 長  山  中  竹  春  

指 定 番 号  名  称   営 業 所 所 在 地  取 消 年 月 日  

 00560   日 新 工 業  南 区 井 土 ケ 谷 下 町

５ 番 地 の ３  

令 和 ６ 年 ６ 月 ６ 日  
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横 浜 市 公 告 第  339 号  

   建 築 協 定 の 認 可  

 建 築 基 準 法 （ 昭 和 25 年 法 律 第  201 号 ） 第 73 条 第 １ 項 の 規 定 に 基 づ

き 、 日 限 山 自 治 会 住 宅 地 区 建 築 協 定 を 認 可 し た 。  

 そ の 建 築 協 定 書 は 、 横 浜 市 建 築 局 建 築 指 導 部 建 築 企 画 課 に お い て

一 般 の 縦 覧 に 供 す る 。  

   令 和 ６ 年 ６ 月 25 日  

                 横 浜 市 長  山  中  竹  春   



                     横 浜 市 報  定期第 170 号 令和６年６月25日 

67 

横 浜 市 公 告 第  340 号  

   開 発 行 為 に 関 す る 工 事 の 完 了  

 都 市 計 画 法 （ 昭 和 43 年 法 律 第  100 号 ） 第 36 条 第 １ 項 に 規 定 す る 次

の 開 発 行 為 に 関 す る 工 事 が 完 了 し た 。  

   令 和 ６ 年 ６ 月 25 日  

                 横 浜 市 長  山  中  竹  春  

１  開 発 許 可 年 月 日 及 び 許 可 番 号  

  令 和 ５ 年 １ 月 ６ 日 第 2022 開 1407 号  

２  開 発 許 可 を 受 け た 者 の 住 所 及 び 氏 名  

  瀬 谷 区 竹 村 町 14 番 地 の ２  

  岩  﨑  ミ チ 子  

  瀬 谷 区 竹 村 町 14 番 地 の ２  

  岩  﨑  寿  明  

３  開 発 区 域 に 含 ま れ る 地 域 の 名 称  

  瀬 谷 区 竹 村 町 10 番 の ７ か ら 10 番 の 13 ま で 、 11 番 の １ の 一 部 、 11

番 の 37 の 一 部 、 11 番 の 40 、 11 番 の 41 の 一 部 、 11 番 の 42 の 一 部 、 11

番 の 43 か ら 11 番 の 48 ま で 、 13 番 の 59 及 び 13 番 の 61  
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横 浜 市 公 告 第  341 号  

   開 発 行 為 に 関 す る 工 事 の 完 了  

 都 市 計 画 法 （ 昭 和 43 年 法 律 第  100 号 ） 第 36 条 第 １ 項 に 規 定 す る 次

の 開 発 行 為 に 関 す る 工 事 が 完 了 し た 。  

   令 和 ６ 年 ６ 月 25 日  

                 横 浜 市 長  山  中  竹  春  

１  開 発 許 可 年 月 日 及 び 許 可 番 号  

  令 和 ５ 年 10 月 19 日 第 2023 開 1404 号  

２  開 発 許 可 を 受 け た 者 の 住 所 及 び 氏 名  

  瀬 谷 区 相 沢 六 丁 目 37 番 地 の １  

  奥  津  亮  司  

  瀬 谷 区 相 沢 六 丁 目 37 番 地 の １  

  奥  津  和  子  

３  開 発 区 域 に 含 ま れ る 地 域 の 名 称  

  瀬 谷 区 相 沢 五 丁 目 23 番 の ２ の 一 部 、 23 番 の ３ の 一 部 、 23 番 の ４

及 び 25 番 の 13 の 一 部  
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横 浜 市 公 告 第  342 号  

   開 発 行 為 に 関 す る 工 事 の 完 了  

 都 市 計 画 法 （ 昭 和 43 年 法 律 第  100 号 ） 第 36 条 第 １ 項 に 規 定 す る 次

の 開 発 行 為 に 関 す る 工 事 が 完 了 し た 。  

   令 和 ６ 年 ６ 月 25 日  

                 横 浜 市 長  山  中  竹  春  

１  開 発 許 可 年 月 日 及 び 許 可 番 号  

  令 和 ５ 年 10 月 19 日 第 2023 開 1405 号  

２  開 発 許 可 を 受 け た 者 の 住 所 及 び 氏 名  

  瀬 谷 区 相 沢 六 丁 目 37 番 地 の １  

  奥  津  亮  司  

  瀬 谷 区 相 沢 六 丁 目 37 番 地 の １  

  奥  津  和  子  

３  開 発 区 域 に 含 ま れ る 地 域 の 名 称  

  瀬 谷 区 相 沢 五 丁 目 23 番 の ２ の 一 部 、 23 番 の ３ の 一 部 及 び 23 番 の  

 ６  
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横 浜 市 公 告 第  343 号  

   開 発 行 為 に 関 す る 工 事 の 完 了  

 都 市 計 画 法 （ 昭 和 43 年 法 律 第  100 号 ） 第 36 条 第 １ 項 に 規 定 す る 次

の 開 発 行 為 に 関 す る 工 事 が 完 了 し た 。  

   令 和 ６ 年 ６ 月 25 日  

                 横 浜 市 長  山  中  竹  春  

１  開 発 許 可 年 月 日 及 び 許 可 番 号  

  令 和 ５ 年 11 月 28 日 第 2023 開 1610 号  

２  開 発 許 可 を 受 け た 者 の 住 所 及 び 氏 名  

  中 区 長 者 町 ５ 丁 目 75 番 地 の １  

  株 式 会 社 パ ル 企 画  

   代 表 取 締 役  中  谷  悦  子  

３  開 発 区 域 に 含 ま れ る 地 域 の 名 称  

  泉 区 和 泉 が 丘 二 丁 目  2,138 番 の １ 及 び  2,138 番 の 13 か ら  2,138  

 番 の 21 ま で  
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横 浜 市 公 告 第  344 号  

   建 築 基 準 法 に 基 づ く 道 路 の 位 置 の 指 定  

 建 築 基 準 法 （ 昭 和 25 年 法 律 第  201 号 ） 第 42 条 第 １ 項 第 ５ 号 の 規 定

に 基 づ き 、 次 の と お り 道 路 の 位 置 を 指 定 し た 。  

 そ の 関 係 図 面 は 、 横 浜 市 建 築 局 建 築 指 導 部 情 報 相 談 課 に お い て 一

般 の 縦 覧 に 供 す る 。  

   令 和 ６ 年 ６ 月 25 日  

                 横 浜 市 長  山  中  竹  春   

１  指 定 番 号  

  第 2024 ・ 11 ・ ４ 号  

２  指 定 年 月 日  

  令 和 ６ 年 ６ 月 14 日  

３  道 路 の 幅 員  

  4.50 ｍ  

４  道 路 の 延 長  

  9.87 ｍ  

５  指 定 の 場 所  

  港 北 区 新 吉 田 東 四 丁 目  3,644 番 の ５ 及 び  3,644 番 の ５ の 先  

６  申 請 者 の 氏 名  

  株 式 会 社 成 建  

   代 表 取 締 役  常  盤  孝  一  
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横 浜 市 公 告 第  345 号  

   建 築 基 準 法 に 基 づ く 指 定 道 路 の 廃 止  

 建 築 基 準 法 （ 昭 和 25 年 法 律 第  201 号 ） 第 42 条 第 ２ 項 の 規 定 に 基 づ

く 指 定 道 路 を 、 次 の と お り 廃 止 し た 。  

   令 和 ６ 年 ６ 月 25 日  

                 横 浜 市 長  山  中  竹  春  

１  廃 止 年 月 日  

  令 和 ６ 年 ６ 月 12 日  

２  廃 止 す る 道 路 の 幅 員  

  4.00 ｍ  

３  廃 止 す る 道 路 の 延 長  

   36.90 ｍ  

４  廃 止 の 場 所  

  南 区 万 世 町 ２ 丁 目 25 番 の １ 、 25 番 の ２ 及 び 25 番 の ３ の 各 一 部 、

25 番 の ５ か ら 25 番 の ７ ま で 並 び に 25 番 の 13  
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横 浜 市 公 告 第  346 号  

   建 築 基 準 法 に 基 づ く 指 定 道 路 の 一 部 廃 止  

 建 築 基 準 法 （ 昭 和 25 年 法 律 第  201 号 ） 第 42 条 第 １ 項 第 ５ 号 の 規 定

に 基 づ く 指 定 道 路 の 一 部 を 、 次 の と お り 廃 止 し た 。  

 そ の 関 係 図 面 は 、 横 浜 市 建 築 局 建 築 指 導 部 情 報 相 談 課 に お い て 一

般 の 縦 覧 に 供 す る 。  

   令 和 ６ 年 ６ 月 25 日  

                 横 浜 市 長  山  中  竹  春  

１  一 部 廃 止 す る 道 路 の 指 定 番 号  

  第 33 ・ 47 号  

２  廃 止 年 月 日  

  令 和 ６ 年 ６ 月 13 日  

３  廃 止 部 分 の 道 路 の 幅 員  

  4.50 ｍ  

４  廃 止 部 分 の 道 路 の 延 長  

   70.00 ｍ  

５  廃 止 の 場 所  

  港 北 区 篠 原 町  1,074 番 の 30 地 先 か ら  1,074 番 の 38 地 先 ま で 、 篠

原 町  1,074 番 の 23 地 先 か ら  1,074 番 の 28 地 先 ま で  
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区 告 示  

 

神 奈 川 区 告 示 第 11 号 （ 令 和 ６ 年 ６ 月 10 日 掲 示 済 ）  

   認 可 地 縁 団 体 の 告 示 事 項 の 変 更  

 地 方 自 治 法 （ 昭 和 22 年 法 律 第 67 号 ） 第  260 条 の ２ 第 11 項 の 規 定 に

基 づ き 、 六 角 橋 自 治 連 合 会 か ら 次 の と お り 変 更 し た 旨 の 届 出 が あ っ

た 。  

   令 和 ６ 年 ６ 月 10 日  

             横 浜 市 神 奈 川 区 長  鈴  木  茂  久   

変 更 し た 事 項    変  更  前    変  更  後  

代 表 者 の 氏 名  

及 び 住 所  

桑  原  耕  二  

神 奈 川 区 六 角 橋 一 丁

目 ２ 番 ８ 号  

黒  澤  五  夫  

神 奈 川 区 六 角 橋 五 丁

目 ４ 番 ６ 号  

主 た る 事 務 所

の 所 在 地  

神 奈 川 区 六 角 橋 一 丁

目 ２ 番 ８ 号  

神 奈 川 区 六 角 橋 五 丁

目 ４ 番 ６ 号  
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鶴 見 区 告 示 第 ３ 号 （ 令 和 ６ 年 ６ 月 11 日 掲 示 済 ）  

   認 可 地 縁 団 体 の 告 示 事 項 の 変 更  

 地 方 自 治 法 （ 昭 和 22 年 法 律 第 67 号 ） 第  260 条 の ２ 第 11 項 の 規 定 に

基 づ き 、 矢 向 六 丁 目 町 内 会 か ら 次 の と お り 変 更 し た 旨 の 届 出 が あ っ

た 。  

   令 和 ６ 年 ６ 月 11 日  

              横 浜 市 鶴 見 区 長  渋  谷  治  雄   

変 更 し た 事 項    変  更  前    変  更  後  

代 表 者 の 氏 名  

及 び 住 所  

三  村  良  彦  

鶴 見 区 矢 向 六 丁 目 18

番 ５ 号  

長 谷 川    徹  

鶴 見 区 矢 向 六 丁 目 11

番 ８ 号  
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鶴 見 区 告 示 第 ４ 号 （ 令 和 ６ 年 ６ 月 11 日 掲 示 済 ）  

   認 可 地 縁 団 体 の 告 示 事 項 の 変 更  

 地 方 自 治 法 （ 昭 和 22 年 法 律 第 67 号 ） 第  260 条 の ２ 第 11 項 の 規 定 に

基 づ き 、 鶴 見 中 央 中 町 会 か ら 次 の と お り 変 更 し た 旨 の 届 出 が あ っ た

。  

   令 和 ６ 年 ６ 月 11 日  

              横 浜 市 鶴 見 区 長  渋  谷  治  雄   

変 更 し た 事 項    変  更  前    変  更  後  

代 表 者 の 氏 名  

及 び 住 所  

長 谷 川  勝  一  

鶴 見 区 鶴 見 中 央 四 丁

目 39 番 ８ 号  

八  木  幹  雄   

鶴 見 区 鶴 見 中 央 四 丁

目 37 番 37 号  
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旭 区 告 示 第 21 号 （ 令 和 ６ 年 ６ 月 12 日 掲 示 済 ）  

   認 可 地 縁 団 体 の 告 示 事 項 の 変 更  

 地 方 自 治 法 （ 昭 和 22 年 法 律 第 67 号 ） 第  260 条 の ２ 第 11 項 の 規 定 に

基 づ き 、 南 希 望 が 丘 三 一 会 自 治 会 か ら 次 の と お り 変 更 し た 旨 の 届 出

が あ っ た 。  

   令 和 ６ 年 ６ 月 12 日  

               横 浜 市 旭 区 長  権  藤  由 紀 子  

変 更 し た 事 項    変  更  前    変  更  後  

代 表 者 の 氏 名

及 び 住 所  

川  瀬  真  樹  

旭 区 南 希 望 が 丘  130  

番 地 の １  

齋  藤  典  子  

旭 区 南 希 望 が 丘 97 番

地 の ４  
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港 北 区 告 示 第 ２ 号 （ 令 和 ６ 年 ６ 月 12 日 掲 示 済 ）  

   認 可 地 縁 団 体 の 告 示 事 項 の 変 更  

 地 方 自 治 法 （ 昭 和 22 年 法 律 第 67 号 ） 第  260 条 の ２ 第 11 項 の 規 定 に

基 づ き 、 師 岡 打 越 町 内 会 か ら 次 の と お り 変 更 し た 旨 の 届 出 が あ っ た

。  

   令 和 ６ 年 ６ 月 12 日  

              横 浜 市 港 北 区 長  竹  下  幸  紀   

変 更 し た 事 項    変  更  前    変  更  後  

代 表 者 の 氏 名  

及 び 住 所  

阿  部  登 喜 夫  

港 北 区 師 岡 町  219 番

地  

長  瀬    進  

港 北 区 師 岡 町  182 番

地  
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西 区 告 示 第 １ 号 （ 令 和 ６ 年 ６ 月 14 日 掲 示 済 ）  

   認 可 地 縁 団 体 の 告 示 事 項 の 変 更  

 地 方 自 治 法 （ 昭 和 22 年 法 律 第 67 号 ） 第  260 条 の ２ 第 11 項 の 規 定 に

基 づ き 、 老 松 町 内 会 か ら 次 の と お り 変 更 し た 旨 の 届 出 が あ っ た 。  

   令 和 ６ 年 ６ 月 14 日  

               横 浜 市 西 区 長  菊  地  健  次  

変 更 し た 事 項    変  更  前    変  更  後  

代 表 者 の 氏 名

及 び 住 所  

中  野  隆  道  

西 区 老 松 町 51 番 46 号  

相  馬  亮  子  

西 区 老 松 町 61 番  
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金 沢 区 告 示 第 ３ 号 （ 令 和 ６ 年 ６ 月 14 日 掲 示 済 ）  

   認 可 地 縁 団 体 の 告 示 事 項 の 変 更  

 地 方 自 治 法 （ 昭 和 22 年 法 律 第 67 号 ） 第  260 条 の ２ 第 11 項 の 規 定 に

基 づ き 、 ひ か り が 丘 町 内 会 か ら 次 の と お り 変 更 し た 旨 の 届 出 が あ っ

た 。  

   令 和 ６ 年 ６ 月 14 日  

              横 浜 市 金 沢 区 長  齋  藤  真 美 奈  

変 更 し た 事 項    変  更  前    変  更  後  

代 表 者 の 氏 名

及 び 住 所  

井  上  一  成  

金 沢 区 富 岡 西 四 丁 目

13 番 17 号  

中  村  貴  之  

金 沢 区 富 岡 西 四 丁 目

12 番 12 号  
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金 沢 区 告 示 第 ４ 号 （ 令 和 ６ 年 ６ 月 14 日 掲 示 済 ）  

   認 可 地 縁 団 体 の 告 示 事 項 の 変 更  

 地 方 自 治 法 （ 昭 和 22 年 法 律 第 67 号 ） 第  260 条 の ２ 第 11 項 の 規 定 に

基 づ き 、 能 見 台 一 丁 目 自 治 会 か ら 次 の と お り 変 更 し た 旨 の 届 出 が あ

っ た 。  

   令 和 ６ 年 ６ 月 14 日  

              横 浜 市 金 沢 区 長  齋  藤  真 美 奈  

変 更 し た 事 項    変  更  前    変  更  後  

代 表 者 の 氏 名

及 び 住 所  

鈴  木  健  司  

金 沢 区 能 見 台 一 丁 目

16 番 地 の ７  

岡  本  秀  伸  

金 沢 区 能 見 台 一 丁 目

45 番 地 の 10  
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金 沢 区 告 示 第 ５ 号 （ 令 和 ６ 年 ６ 月 14 日 掲 示 済 ）  

   認 可 地 縁 団 体 の 告 示 事 項 の 変 更  

 地 方 自 治 法 （ 昭 和 22 年 法 律 第 67 号 ） 第  260 条 の ２ 第 11 項 の 規 定 に

基 づ き 、 山 の 手 自 治 会 か ら 次 の と お り 変 更 し た 旨 の 届 出 が あ っ た 。  

   令 和 ６ 年 ６ 月 14 日  

              横 浜 市 金 沢 区 長  齋  藤  真 美 奈  

変 更 し た 事 項    変  更  前    変  更  後  

代 表 者 の 氏 名

及 び 住 所  

田  中    剛  

金 沢 区 釜 利 谷 西 二 丁

目 ２ 番 21 号  

黒  澤    完  

金 沢 区 釜 利 谷 西 二 丁

目 29 番 ５ 号  
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金 沢 区 告 示 第 ６ 号 （ 令 和 ６ 年 ６ 月 14 日 掲 示 済 ）  

   認 可 地 縁 団 体 の 告 示 事 項 の 変 更  

 地 方 自 治 法 （ 昭 和 22 年 法 律 第 67 号 ） 第  260 条 の ２ 第 11 項 の 規 定 に

基 づ き 、 城 山 自 治 会 か ら 次 の と お り 変 更 し た 旨 の 届 出 が あ っ た 。  

   令 和 ６ 年 ６ 月 14 日  

              横 浜 市 金 沢 区 長  齋  藤  真 美 奈  

変 更 し た 事 項    変  更  前    変  更  後  

代 表 者 の 氏 名

及 び 住 所  

松  井  順  一  

金 沢 区 金 沢 町 86 番 地

の ６  

齊  藤  周  平  

金 沢 区 谷 津 町 40 番 地

の 31  
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金 沢 区 告 示 第 7 号 （ 令 和 ６ 年 ６ 月 14 日 掲 示 済 ）  

   認 可 地 縁 団 体 の 告 示 事 項 の 変 更  

 地 方 自 治 法 （ 昭 和 22 年 法 律 第 67 号 ） 第  260 条 の ２ 第 11 項 の 規 定 に

基 づ き 、 能 見 台 ３ 丁 目 町 内 会 か ら 次 の と お り 変 更 し た 旨 の 届 出 が あ

っ た 。  

   令 和 ６ 年 ６ 月 14 日  

              横 浜 市 金 沢 区 長  齋  藤  真 美 奈  

変 更 し た 事 項    変  更  前    変  更  後  

代 表 者 の 氏 名

及 び 住 所  

浅  川  敦  子  

金 沢 区 能 見 台 三 丁 目

７ 番 地 の １  

中  嶋  信  幸  

金 沢 区 能 見 台 三 丁 目

30 番 地 の ６  
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金 沢 区 告 示 第 ８ 号 （ 令 和 ６ 年 ６ 月 14 日 掲 示 済 ）  

   認 可 地 縁 団 体 の 告 示 事 項 の 変 更  

 地 方 自 治 法 （ 昭 和 22 年 法 律 第 67 号 ） 第  260 条 の ２ 第 11 項 の 規 定 に

基 づ き 、 能 見 台 五 丁 目 町 内 会 か ら 次 の と お り 変 更 し た 旨 の 届 出 が あ

っ た 。  

   令 和 ６ 年 ６ 月 14 日  

              横 浜 市 金 沢 区 長  齋  藤  真 美 奈  

変 更 し た 事 項    変  更  前    変  更  後  

代 表 者 の 氏 名

及 び 住 所  

間  瀬  由  記  

金 沢 区 能 見 台 五 丁 目

60 番 地 の ５  

林    由  紀  

金 沢 区 能 見 台 五 丁 目

23 番 地 の ７  
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戸 塚 区 告 示 第 ７ 号 （ 令 和 ６ 年 ６ 月 14 日 掲 示 済 ）  

   認 可 地 縁 団 体 の 告 示 事 項 の 変 更  

 地 方 自 治 法 （ 昭 和 22 年 法 律 第 67 号 ） 第  260 条 の ２ 第 11 項 の 規 定 に

基 づ き 、 下 郷 町 内 会 か ら 次 の と お り 変 更 し た 旨 の 届 出 が あ っ た 。  

   令 和 ６ 年 ６ 月 14 日  

              横 浜 市 戸 塚 区 長  近  藤    武  

変 更 し た 事 項    変  更  前    変  更  後  

主 た る 事 務 所  会 長 宅 に 置 く  下 郷 町 内 会 館  

戸 塚 区 戸 塚 町  1,067  

番 地 の ８  
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栄 区 告 示 第 ７ 号  

   認 可 地 縁 団 体 の 告 示 事 項 の 変 更  

 地 方 自 治 法 （ 昭 和 22 年 法 律 第 67 号 ） 第  260 条 の ２ 第 11 項 の 規 定 に

基 づ き 、 本 郷 富 士 見 ヶ 丘 自 治 会 か ら 次 の と お り 変 更 し た 旨 の 届 出 が

あ っ た 。  

   令 和 ６ 年 ６ 月 25 日  

               横 浜 市 栄 区 長  松  永  朋  美   

変 更 し た 事 項    変  更  前    変  更  後  

代 表 者 の 氏 名  

及 び 住 所  

上  野  冨  雄  

栄 区 中 野 町  1,064 番

地 の 51  

末  村  高  志  

栄 区 中 野 町  1,059 番

地 の 21  
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栄 区 告 示 第 ８ 号  

   認 可 地 縁 団 体 の 告 示 事 項 の 変 更  

 地 方 自 治 法 （ 昭 和 22 年 法 律 第 67 号 ） 第  260 条 の ２ 第 11 項 の 規 定 に

基 づ き 、 上 之 町 内 会 か ら 次 の と お り 変 更 し た 旨 の 届 出 が あ っ た 。  

   令 和 ６ 年 ６ 月 25 日  

               横 浜 市 栄 区 長  松  永  朋  美   

変 更 し た 事 項    変  更  前    変  更  後  

代 表 者 の 氏 名  

及 び 住 所  

新  保  孝  雄  

栄 区 上 之 町 42 番 ２ 号  

市  原  政  克  

栄 区 上 之 町 ８ 番 ６ 号  

 



                     横 浜 市 報  定期第 170 号 令和６年６月25日 

89 

栄 区 告 示 第 ９ 号  

   認 可 地 縁 団 体 の 告 示 事 項 の 変 更  

 地 方 自 治 法 （ 昭 和 22 年 法 律 第 67 号 ） 第  260 条 の ２ 第 11 項 の 規 定 に

基 づ き 、 東 武 本 郷 台 自 治 会 か ら 次 の と お り 変 更 し た 旨 の 届 出 が あ っ

た 。  

   令 和 ６ 年 ６ 月 25 日  

               横 浜 市 栄 区 長  松  永  朋  美   

変 更 し た 事 項    変  更  前    変  更  後  

代 表 者 の 氏 名  

及 び 住 所  

村  上  敬  誠  

栄 区 鍛 冶 ケ 谷 町  452  

番 地 の 52  

光    道  隆  

栄 区 鍛 冶 ケ 谷 町  452  

番 地 の  339  
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栄 区 告 示 第 10 号  

   認 可 地 縁 団 体 の 告 示 事 項 の 変 更  

 地 方 自 治 法 （ 昭 和 22 年 法 律 第 67 号 ） 第  260 条 の ２ 第 11 項 の 規 定 に

基 づ き 、 み ど り が 丘 自 治 会 か ら 次 の と お り 変 更 し た 旨 の 届 出 が あ っ

た 。  

   令 和 ６ 年 ６ 月 25 日  

               横 浜 市 栄 区 長  松  永  朋  美   

変 更 し た 事 項    変  更  前    変  更  後  

代 表 者 の 氏 名  

及 び 住 所  

菅  野  幸 太 郎  

栄 区 東 上 郷 町 15 番 ９

号  

佐  藤  弥  生  

栄 区 東 上 郷 町 ４ 番 19

号  
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栄 区 告 示 第 11 号  

   認 可 地 縁 団 体 の 告 示 事 項 の 変 更  

 地 方 自 治 法 （ 昭 和 22 年 法 律 第 67 号 ） 第  260 条 の ２ 第 11 項 の 規 定 に

基 づ き 、 小 菅 ヶ 谷 町 内 会 か ら 次 の と お り 変 更 し た 旨 の 届 出 が あ っ た

。  

   令 和 ６ 年 ６ 月 25 日  

               横 浜 市 栄 区 長  松  永  朋  美   

変 更 し た 事 項    変  更  前    変  更  後  

代 表 者 の 氏 名  

及 び 住 所  

斉  藤  和  則  

栄 区 小 菅 ケ 谷 二 丁 目

19 番 13 号  

守  屋  龍  一  

栄 区 小 菅 ケ 谷 二 丁 目

17 番 ５ 号  

 

 



                     横 浜 市 報  定期第 170 号 令和６年６月25日 

92 

 

水 道 局  

 

 横 浜 市 水 道 局 工 事 安 全 管 理 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 規 程 を こ こ に 公

布 す る 。  

   令 和 ６ 年 ６ 月 25 日  

                 横 浜 市 水 道 事 業 管 理 者  

                 水 道 局 長  山  岡  秀  一  

水 道 局 規 程 第 12 号  

   横 浜 市 水 道 局 工 事 安 全 管 理 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 規 程  

 横 浜 市 水 道 局 工 事 安 全 管 理 規 程 （ 昭 和 45 年 10 月 水 道 局 規 程 第 20 号

） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

 第 ３ 条 見 出 し 中 「 責 任 」 を 「 責 任 等 」 に 改 め 、 同 条 第 １ 項 中 「 部

長 」 の 次 に 「 （ 担 当 部 長 （ 再 整 備 推 進 担 当 ） を 含 む 。 以 下 同 じ 。 ）

」 を 加 え 、 同 条 第 ２ 項 を 第 ３ 項 と し 、 第 １ 項 の 次 に 次 の １ 項 を 加 え

る 。  

２  担 当 部 長 （ 再 整 備 推 進 担 当 ） が 担 任 す る 工 事 は 、 次 に 掲 げ る も

の と し 、 施 設 部 長 は そ れ 以 外 の 施 設 部 の 工 事 を 担 任 す る も の と す

る 。  

 (1)  西 谷 浄 水 場 再 整 備 事 業 （ 浄 水 処 理 施 設 ） に 係 る 整 備 工 事  

 (2)  西 谷 浄 水 場 再 整 備 事 業 （ 排 水 処 理 施 設 ） に 係 る 整 備 工 事  

 (3)  相 模 湖 系 導 水 路 （ 川 井 接 合 井 か ら 西 谷 浄 水 場 ） 改 良 事 業 に 係

る 導 水 施 設 整 備 工 事  

   附  則  

 こ の 規 程 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  
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水 道 局 公 告 第 ３ 号  

   職 員 の 懲 戒 処 分  

 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 25 年 法 律 第  261 号 ） 第 29 条 第 １ 項 第 １ 号 及 び

第 ３ 号 の 規 定 に よ り 、 次 の 者 を 令 和 ６ 年 ６ 月 ７ 日 懲 戒 処 分 に 付 し た

。  

   令 和 ６ 年 ６ 月 25 日  

                 横 浜 市 水 道 事 業 管 理 者  

                 水 道 局 長  山  岡  秀  一  

 所 属 又 は 補 職   職 名    氏  名  処 分 の 内 容  

水 道 局 配 水 部 北 部

方 面 配 水 管 理 課  

技 術 職 員  森  谷  則  夫  減 給 10 分 の １  

３ 箇 月  
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交 通 局  

 

 横 浜 市 高 速 鉄 道 運 賃 条 例 施 行 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 規 程 を こ こ に

公 布 す る 。  

   令 和 ６ 年 ６ 月 25 日  

                 横 浜 市 交 通 事 業 管 理 者  

                 交 通 局 長  三  村  庄  一  

交 通 局 規 程 第 18 号  

   横 浜 市 高 速 鉄 道 運 賃 条 例 施 行 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 規 程  

 横 浜 市 高 速 鉄 道 運 賃 条 例 施 行 規 程 （ 昭 和 47 年 12 月 交 通 局 規 程 第 27

号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

 第 31 条 の ６ を 次 の よ う に 改 め る 。  

 第 31 条 の ６  削 除  

 第 31 条 の ７ 第 ３ 項 中 「 及 び 前 条 の 規 定 」 を 削 り 、 同 項 を 第 ４ 項 と

し 、 第 ２ 項 の 次 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

 ３  身 割 昼 間 割 引 回 数 券 は 、 平 日 （ 土 曜 日 、 日 曜 日 、 国 民 の 祝 日

に 関 す る 法 律 （ 昭 和 23 年 法 律 第  178 号 ） 第 ２ 条 に 規 定 す る 祝 日

及 び 第 ３ 条 に 規 定 す る 休 日 並 び に １ 月 ２ 日 、 １ 月 ３ 日 、 12 月 30

日 及 び 12 月 31 日 （ 以 下 「 土 休 日 等 」 と い う 。 ） 以 外 の 日 を い う

。 ） の 午 前 ９ 時 か ら 午 後 ４ 時 ま で の 間 に 旅 行 を 開 始 す る 駅 に お

い て 改 札 を 受 け る 場 合 及 び 土 休 日 等 に 通 用 す る も の と す る 。  

 第 31 条 の ８ を 次 の よ う に 改 め る 。  

 第 31 条 の ８  削 除  

 第 31 条 の ９ 第 ３ 項 中 「 及 び 前 条 の 規 定 」 を 削 り 、 同 項 を 第 ４ 項 と

し 、 第 ２ 項 の 次 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

 ３  身 割 土 休 日 割 引 回 数 券 は 、 土 休 日 等 に 通 用 す る も の と す る 。  

 第 33 条 第 １ 項 第 ５ 号 中 「 学 校 教 育 法 第 １ 条 に 規 定 す る 通 信 制 の 高

等 学 校 及 び 大 学 」 の 次 に 、 「 で 管 理 者 が 発 売 認 定 し た も の 」 を 加 え

、 同 条 第 ５ 項 中 「 認 定 学 校 の 生 徒 」 の 次 に 「 等 」 を 加 え 、 「 実 習 の

た め 実 習 場 」 の 次 に 「 等 」 を 加 え る 。  

 第 34 条 第 ２ 項 中 「 第 ４ 項 」 を 「 第 ５ 項 」 に 改 め る 。  

 第 56 条 第 １ 号 中 「 、 昼 間 割 引 回 数 券 又 は 大 人 土 休 日 割 引 回 数 券 」

を 削 る 。  

 第 59 条 第 ４ 号 中 「 昼 間 割 引 回 数 券 及 び 」 を 削 り 、 同 条 第 ５ 号 中 「

土 休 日 割 引 回 数 券 及 び 」 を 削 る 。  

 第 67 条 第 １ 項 第 10 号 を 削 り 、 第 11 号 を 第 10 号 と し 、 第 12 号 を 削 り

、 第 13 号 を 第 11 号 と し 、 第 14 号 か ら 第 25 号 ま で を ２ 号 ず つ 繰 り 上 げ

る 。  

 第 69 条 の ３ を 次 の よ う に 改 め る 。  
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 第 69 条 の ３  削 除  

 第 69 条 の ４ を 次 の よ う に 改 め る 。  

 第 69 条 の ４  削 除  

 第 76 条 及 び 第 86 条 第 ２ 項 中 「 、 昼 間 割 引 回 数 券 」 及 び 「 、 土 休 日

割 引 回 数 券 」 を 削 る 。  

 第 90 条 中 「 、 昼 間 割 引 回 数 券 」 及 び 「 、 土 休 日 割 引 回 数 券 」 を 削

り 、 「 身 割 土 休 日 割 引 回 数 券 」 の 次 に 「 、 」 を 加 え る 。  

 第 90 条 の ６ を 次 の よ う に 改 め る 。  

 第 90 条 の ６  削 除  

 第 90 条 の ８ を 次 の よ う に 改 め る 。  

 第 90 条 の ８  削 除  

 第 92 条 第 ３ 項 、 第 94 条 第 １ 項 及 び 同 条 第 ２ 項 中 「 、 昼 間 割 引 回 数

券 」 及 び 「 、 土 休 日 割 引 回 数 券 」 を 削 る 。  

 第 97 条 本 文 中 「 、 昼 間 割 引 回 数 券 」 及 び 「 、 土 休 日 割 引 回 数 券 」

を 削 り 、 同 条 第 ２ 号 中 「 昼 間 割 引 回 数 券 及 び 」 及 び 「 未 使 用 券 片 数

又 は 」 を 削 り 、 同 条 第 ３ 号 中 「 土 休 日 割 引 回 数 券 及 び 」 及 び 「 未 使

用 券 片 数 又 は 」 を 削 る 。  

 第 98 条 中 「 、 昼 間 割 引 回 数 券 」 及 び 「 、 土 休 日 割 引 回 数 券 」 を 削

る 。  

 第 13 号 様 式 を 次 の よ う に 改 め る 。  

 第 13 号 様 式  削 除  

 第 14 号 様 式 を 次 の よ う に 改 め る 。  

 第 14 号 様 式  削 除  

   附  則  

 こ の 規 程 は 、 令 和 ６ 年 ７ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  
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教 育 委 員 会  

 

 横 浜 市 立 小 学 校 、 横 浜 市 立 中 学 校 及 び 横 浜 市 立 義 務 教 育 学 校 の 通

学 区 域 並 び に 就 学 す べ き 学 校 の 指 定 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る

規 則 を こ こ に 公 布 す る 。  

   令 和 ６ 年 ６ 月 25 日  

                     横 浜 市 教 育 委 員 会  

横 浜 市 教 育 委 員 会 規 則 第 ７ 号  

   横 浜 市 立 小 学 校 、 横 浜 市 立 中 学 校 及 び 横 浜 市 立 義 務 教 育  

   学 校 の 通 学 区 域 並 び に 就 学 す べ き 学 校 の 指 定 に 関 す る 規  

   則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則  

 横 浜 市 立 小 学 校 、 横 浜 市 立 中 学 校 及 び 横 浜 市 立 義 務 教 育 学 校 の 通

学 区 域 並 び に 就 学 す べ き 学 校 の 指 定 に 関 す る 規 則 （ 昭 和 36 年 ４ 月 横

浜 市 教 育 委 員 会 規 則 第 ２ 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

 第 ４ 条 を 次 の よ う に 改 め る 。  

 （ 特 別 調 整 通 学 区 域 ）  

第 ４ 条  教 育 長 は 、 市 立 学 校 の 施 設 及 び 通 学 路 の 状 況 等 を 考 慮 の う

え 、 第 ２ 条 第 １ 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 教 育 長 が あ ら か じ め 定 め

る 学 校 を 選 択 す る こ と が で き る 区 域 （ 以 下 「 特 別 調 整 通 学 区 域 」

と い う 。 ） を 設 け る こ と が で き る 。  

２  居 住 区 の 区 長 は 、 就 学 予 定 者 等 （ た だ し 、 学 齢 児 童 及 び 学 齢 生

徒 に つ い て は 、 転 入 学 を 予 定 す る 者 に 限 る 。 以 下 こ の 項 に お い て

同 じ 。 ） の 住 所 が 特 別 調 整 通 学 区 域 に あ り 、 か つ そ の 者 の 保 護 者

が 希 望 す る と き は 、 前 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、 教 育 長 が 定 め る 市

立 学 校 を 、 当 該 就 学 予 定 者 等 の 就 学 す べ き 学 校 と し て 指 定 す る こ

と が で き る 。  

３  前 条 第 １ 項 の 規 定 は 、 前 項 に よ っ て 学 校 を 指 定 し た 場 合 に つ い

て 準 用 す る 。  

   附  則  

 こ の 規 則 は 、 令 和 ６ 年 ６ 月 25 日 か ら 施 行 す る 。  
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横 浜 市 教 育 委 員 会 公 告 第 ３ 号  

   職 員 の 懲 戒 処 分  

 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 25 年 法 律 第  261 号 ） 第 29 条 第 １ 項 第 １ 号 第 ２

号 及 び 第 ３ 号 に よ り 、 次 の 者 を 令 和 ６ 年 ６ 月 ７ 日 懲 戒 処 分 に 付 し た

。  

   令 和 ６ 年 ６ 月 25 日  

                  横 浜 市 教 育 委 員 会  

                  教 育 長  下  田  康  晴  

所 属 又 は 補 職  職 名    氏  名  処 分 の 内 容  

横 浜 市 立 下 郷 小 学 校  校 長  加  藤  雅  司  免 職  
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市 選 挙 管 理 委 員 会  

 

横 浜 市 選 挙 管 理 委 員 会 告 示 第 ５ 号  

   直 接 請 求 に 必 要 な 選 挙 権 を 有 す る 者 の 数  

 地 方 自 治 法 （ 昭 和 22 年 法 律 第 67 号 ） 第 74 条 第 １ 項 、 第 75 条 第 １ 項

、 第 76 条 第 １ 項 、 第 80 条 第 １ 項 、 第 81 条 第 １ 項 及 び 第 86 条 第 １ 項 、

地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 31 年 法 律 第  162 号

） 第 ８ 条 第 １ 項 並 び に 市 町 村 の 合 併 の 特 例 に 関 す る 法 律 （ 平 成 16 年

法 律 第 59 号 ） 第 ４ 条 第 １ 項 、 同 条 第 11 項 、 第 ５ 条 第 １ 項 及 び 同 条 第

15 項 の 規 定 に よ る 選 挙 権 を 有 す る 者 の 50 分 の １ の 数 、 ６ 分 の １ の 数

、 ３ 分 の １ の 数 及 び 総 数 の 80 万 を 超 え る 数 に ８ 分 の １ を 乗 じ て 得 た

数 と 40 万 に ６ 分 の １ を 乗 じ て 得 た 数 と 40 万 に ３ 分 の １ を 乗 じ て 得 た

数 と を 合 算 し て 得 た 数 は 、 次 の と お り で あ る 。  

   令 和 ６ 年 ６ 月 25 日  

                   横 浜 市 選 挙 管 理 委 員 会  

 50 分 の １ の 数         62,637 人  

 ６ 分 の １ の 数        521,970 人  

 ３ 分 の １ の 数        1,043,940 人  

 選 挙 区 ご と の ３ 分 の １ の 数  

  鶴 見 区        79,757 人  

  神 奈 川 区        68,236 人  

  西 区        29,024 人  

  中 区        40,405 人  

  南 区        55,571 人  

  港 南 区        60,448 人  

  保 土 ケ 谷 区        57,206 人  

  旭 区        68,728 人  

  磯 子 区        46,112 人  

  金 沢 区        55,022 人  

  港 北 区        99,145 人  

  緑 区        50,257 人  

  青 葉 区        85,803 人  

  都 筑 区        58,335 人  

  戸 塚 区        78,253 人  

  栄 区        34,517 人  

  泉 区        42,682 人  

  瀬 谷 区        34,445 人  

 総 数 の 80 万 を 超 え る 数 に ８ 分 の １ を 乗 じ て 得 た 数 と 40 万 に ６ 分 の

１ を 乗 じ て 得 た 数 と 40 万 に ３ 分 の １ を 乗 じ て 得 た 数 と を 合 算 し て 得
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た 数            491,478 人  
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正 誤  

 

 令 和 ６ 年 号 外 第 ４  41 ペ ー ジ 中  

「  

区 政 支 援 部  区 連 絡 調 整 課 、 区 政 イ ノ ノ

ベ ー シ ョ ン 推 進 課 、 地 域 施

設 課  

窓 口 サ ー ビ ス 部  窓 口 サ ー ビ ス 課  

                     」  

は  

「  

区 政 支 援 部  区 連 絡 調 整 課 、 区 政 イ ノ ベ

ー シ ョ ン 推 進 課 、 地 域 施 設

課  

窓 口 サ ー ビ ス 部  窓 口 サ ー ビ ス 課  

                     」  

の 誤 り 。  

 令 和 ６ 年 号 外 第 ４  45 ペ ー ジ 中  

「  

総 務 部  総 務 課  

企 画 部  企 画 課 、 都 市 デ ザ イ ン 室 、

基 地 対 策 課  

                     」  

は  

「  

総 務 部  総 務 課  

企 画 部  企 画 課 、 都 市 デ ザ イ ン 室  

                     」  

の 誤 り 。  

 令 和 ６ 年 定 期 第  168 号 33 ペ ー ジ 上 か ら 12 行 目 「 代 表 取 締 役   𠮷𠮷   

田  匡  秀 」 は 「 代 表 取 締 役  織  田    潤 」 の 誤 り 。  

 




